
平成２７年度第２回広島県道徳教育研究協議会（全体報告会）平成２７年度第２回広島県道徳教育研究協議会（全体報告会）平成２７年度第２回広島県道徳教育研究協議会（全体報告会）平成２７年度第２回広島県道徳教育研究協議会（全体報告会）
平成２８年平成２８年平成２８年平成２８年２月２月２月２月1111２日２日２日２日（金）（金）（金）（金）広島広島広島広島県庁本館６階県庁本館６階県庁本館６階県庁本館６階 講堂講堂講堂講堂

本県道徳教育の推進状況本県道徳教育の推進状況本県道徳教育の推進状況本県道徳教育の推進状況

と今後の方向性と今後の方向性と今後の方向性と今後の方向性

説明の流れ説明の流れ説明の流れ説明の流れ

１１１１ 「特別の教科「特別の教科「特別の教科「特別の教科 道徳」の実施に向けて道徳」の実施に向けて道徳」の実施に向けて道徳」の実施に向けて

２２２２ 文部科学省委託文部科学省委託文部科学省委託文部科学省委託

「道徳教育改善・充実」総合対策事業「道徳教育改善・充実」総合対策事業「道徳教育改善・充実」総合対策事業「道徳教育改善・充実」総合対策事業

子供たちの子供たちの子供たちの子供たちの未来は？未来は？未来は？未来は？

3

このように社会や産業の変化が激しい中，次代を創造することが求められている子供たちには，・・・・課題発見課題発見課題発見課題発見・・・・解決能力解決能力解決能力解決能力・・・・創造性創造性創造性創造性・・・・感性感性感性感性，，，，思思思思いやりいやりいやりいやり，，，，意欲意欲意欲意欲，，，，多様性多様性多様性多様性をををを受容受容受容受容するするするする力力力力といった資質や能力が重要
● 子供たちの65％は，大学卒業後，今は存在していない職業に就くキャシー･デビッドソン氏（ニューヨーク市立大学大学院センター教授）● 今後10～20年程度で，約47％の仕事が自動化される可能性が高いマイケル・A・オズボーン氏（オックスフォード大学准教授）● 2030年までには，週15時間程度働けば済むようになるジョン・メイナ－ド・ケインズ氏（経済学者）

4

他方，いまの子供たちは？他方，いまの子供たちは？他方，いまの子供たちは？他方，いまの子供たちは？
自尊感情自尊感情自尊感情自尊感情のののの低低低低ささささ 社会参画社会参画社会参画社会参画へのへのへのへの意欲意欲意欲意欲のののの低低低低ささささ（出典）（財）一ツ橋文芸教育振興会，（財）日本青少年研究所「高校生の生活意識と留学に関する調査報告書」（2012年4月）日本 米国 中国 韓国 日本 米国 中国 韓国価値価値価値価値あるあるあるある人間人間人間人間 ダメなダメなダメなダメな人間人間人間人間 （出典）総務省情報通信政策研究所「高校生のスマートフォン・アプリ利用とネット依存傾向に関する調査報告書」（平成26年7月）
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中学生高校生中学生高校生中学生高校生中学生高校生日本米国中国韓国 全くそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない（出典）（財）日本青少年研究所「中学生・高校生の生活と意識（2009年3月）韓国中国米国日本
・小中高校におけるいじめの認知件数は，18181818万万万万件超件超件超件超（1000100010001000人人人人あたりあたりあたりあたり13.413.413.413.4件件件件）。・暴力行為の発生件数は５９５９５９５９，，，，１６８１６８１６８１６８件件件件（１０００１０００１０００１０００人人人人あたりあたりあたりあたり4.34.34.34.3件件件件）。H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25（出典）文部科学省「平成25年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 【社会のことはとても複雑で，私が関与したくないと思う中高生の割合】社会社会社会社会へへへへ参画参画参画参画しようとするしようとするしようとするしようとする意識意識意識意識・・・・意欲意欲意欲意欲もももも他国他国他国他国とととと比較比較比較比較してしてしてして低低低低いいいい自分自分自分自分にににに対対対対するするするする評価評価評価評価がががが諸外国諸外国諸外国諸外国にににに比比比比べてべてべてべて低低低低いいいい。

いじめなどのいじめなどのいじめなどのいじめなどの問題行動問題行動問題行動問題行動○○○○大津大津大津大津のいじめのいじめのいじめのいじめ自殺自殺自殺自殺（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年１０１０１０１０月月月月），），），），川崎川崎川崎川崎のののの事件事件事件事件（（（（平成平成平成平成２７２７２７２７年年年年２２２２月月月月））））などなどなどなど，，，，痛痛痛痛ましいましいましいましい問題問題問題問題がががが多発多発多発多発。。。。
自分自分自分自分とはとはとはとは異異異異なるなるなるなる意見意見意見意見もももも大切大切大切大切にしにしにしにし，，，，「「「「いじめはいじめはいじめはいじめは絶対絶対絶対絶対にににに許許許許さないさないさないさない」」」」というというというという心情心情心情心情やややや実践的実践的実践的実践的なななな態度態度態度態度をををを育育育育むむむむ必要必要必要必要

スマートフォンなどのスマートフォンなどのスマートフォンなどのスマートフォンなどのネットネットネットネット依存依存依存依存 高校生の平日1日の平均ネット利用時間（分） ・高校生のスマートフォン利用率は８４８４８４８４．．．．５５５５％％％％。・平日は，平均で約約約約２２２２時間時間時間時間４０４０４０４０分分分分スマートフォンを利用。スマートフォン タブレット端末パソコン38.838.838.838.8 161.9161.9161.9161.9 12.512.512.512.5

いま，なぜ道徳の教科化か？いま，なぜ道徳の教科化か？いま，なぜ道徳の教科化か？いま，なぜ道徳の教科化か？道徳の授業で子供たちの発達段階を踏まえ，・「「「「してはいけないことがあるしてはいけないことがあるしてはいけないことがあるしてはいけないことがある」」」」といったといったといったといった指導指導指導指導をしっかりと行うととともに，・「正義とは何か」といった，見方見方見方見方やややや立場立場立場立場によってによってによってによって答答答答えがえがえがえが一一一一つではないつではないつではないつではない課題課題課題課題にににに自分自分自分自分のののの問題問題問題問題としてとしてとしてとして考考考考えたりえたりえたりえたり，，，，真剣真剣真剣真剣にににに議論議論議論議論したりしたりしたりしたりして，自立自立自立自立したしたしたした人間人間人間人間としてとしてとしてとして他者他者他者他者とととと共共共共によりよくによりよくによりよくによりよく生生生生きようとするきようとするきようとするきようとする道徳心道徳心道徳心道徳心を育む必要。
5

� 教科ではなく，教科書もないことから軽視され，文化祭や運動会の準備に充てられることも。
� 単に「読み物」を読んだり，テレビ番組を見たりするだけの授業も。
� 「読み物」からこんな価値観を読み取るべきだ，と一方的・形式的な指導も。昭和３３年の「道徳の時間」導入以来６０６０６０６０年年年年ぶりのぶりのぶりのぶりの抜本的改革抜本的改革抜本的改革抜本的改革をををを行行行行いいいい，道道道道徳徳徳徳をををを「「「「特別特別特別特別のののの教科教科教科教科」」」」にににに位置付位置付位置付位置付けけけけ（平成２７年３月に学習指導要領を改正）。

・・・しかし，これまでの「道徳の時間」は，
道徳教育に関する検討の経緯道徳教育に関する検討の経緯道徳教育に関する検討の経緯道徳教育に関する検討の経緯平成25年２月26日 教育再生実行会議「いじめ問題等への対応について（第一次提言）」12月26日 「道徳教育の充実に関する懇談会」報告平成26年２月17日 中央教育審議会に「道徳に係る教育課程の改善等について」諮問３月４日 初等中等教育分科会教育課程部会に「道徳教育専門部会」設置10月21日 中央教育審議会「道徳に係る教育課程の改善等について」答申平成27年３月27日 学習指導要領の一部改正告示７月 学習指導要領解説 特別の教科道徳編公表



第１章 総説 １ 改訂の経緯平成27年３月27日に学校教育法施行規則を改正し，「道徳」を「特別の教科である道徳」とするとともに学習指導要領の一部改正の告示を公示発達の段階に応じ，答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の児童が自分自身の問題と捉え，向き合う「考える道徳」，「議論する道徳」へと転換を図るもの
小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編 第１章 総説 １ 改訂の経緯我が国の学校教育における道徳教育 ： 道徳の時間を要として学校の教育活動全体を通じて行う（課題）・歴史的経緯に影響され，いまだに道徳教育そのものを忌避しがちな風潮があること・他教科に比べて軽んじられていること・読み物の登場人物の心情理解のみに偏った形式的な指導が行われる例があることなど平成平成平成平成26262626年年年年10101010月月月月 「「「「道徳に係る教育課程の改善等について道徳に係る教育課程の改善等について道徳に係る教育課程の改善等について道徳に係る教育課程の改善等について」」」」答申答申答申答申（（（（平成平成平成平成26262626年２月年２月年２月年２月 文部科学大臣諮問文部科学大臣諮問文部科学大臣諮問文部科学大臣諮問））））①①①① 道徳の時間を道徳の時間を道徳の時間を道徳の時間を「「「「特別の教科道徳特別の教科道徳特別の教科道徳特別の教科道徳」」」」（（（（仮称仮称仮称仮称））））として位置付けることとして位置付けることとして位置付けることとして位置付けること②②②② 目標を明確で理解しやすいものに改善すること目標を明確で理解しやすいものに改善すること目標を明確で理解しやすいものに改善すること目標を明確で理解しやすいものに改善すること③③③③ 道徳教育の目標と道徳教育の目標と道徳教育の目標と道徳教育の目標と「「「「特別の教科道徳特別の教科道徳特別の教科道徳特別の教科道徳」」」」（（（（仮称仮称仮称仮称））））の目標の関係を明確にすることの目標の関係を明確にすることの目標の関係を明確にすることの目標の関係を明確にすること④④④④ 道徳の内容をより発達の段階を踏まえた体系的なものに改善すること道徳の内容をより発達の段階を踏まえた体系的なものに改善すること道徳の内容をより発達の段階を踏まえた体系的なものに改善すること道徳の内容をより発達の段階を踏まえた体系的なものに改善すること⑤⑤⑤⑤ 多様で効果的な道徳教育の指導方法へと改善すること多様で効果的な道徳教育の指導方法へと改善すること多様で効果的な道徳教育の指導方法へと改善すること多様で効果的な道徳教育の指導方法へと改善すること⑥⑥⑥⑥ 「「「「特別の教科道徳特別の教科道徳特別の教科道徳特別の教科道徳」」」」（（（（仮称仮称仮称仮称））））に検定教科書を導入することに検定教科書を導入することに検定教科書を導入することに検定教科書を導入すること⑦⑦⑦⑦ 一人一人のよさを伸ばし一人一人のよさを伸ばし一人一人のよさを伸ばし一人一人のよさを伸ばし，，，，成長を促すための評価を充実すること成長を促すための評価を充実すること成長を促すための評価を充実すること成長を促すための評価を充実すること

小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編

● 道徳の時間については，学習指導要領に示された内容を体系的に学ぶという教科と共通する側面と，学校の道徳教育全体の要となって人格全体に関わる道徳性を育成するものであり，原則として学級担任が担当することが望ましいこと，数値などによる評価はなじまないことなどの教科にはない側面がある。● このことを踏まえ，学校教育法施行規則において，新たに「特別の教科」（仮称）という枠組みを設け，道徳の時間を「特別の教科 道徳」（仮称）として位置付ける。
①①①① 教育課程上の位置付けについて教育課程上の位置付けについて教育課程上の位置付けについて教育課程上の位置付けについて

道徳に係る教育課程の改善等について（答申）の概要より

学校教育施行規則一部改正第四章 小学校第二節 教育課程第五十条小学校の教育課程は，国語，社会，算数，理科，生活，音楽，図画工作，家庭及び体育の各教科，特別の教科である道徳特別の教科である道徳特別の教科である道徳特別の教科である道徳，外国語活動，総合的な学習の時間並びに特別活動によって編成するものとする。法令上の正式用語・・・特別の教科である道徳
第１章第１章第１章第１章 総則総則総則総則第２章第２章第２章第２章 各教科各教科各教科各教科第１節第１節第１節第１節 国語国語国語国語第２節第２節第２節第２節～第９節（略）～第９節（略）～第９節（略）～第９節（略）第３章第３章第３章第３章 道徳道徳道徳道徳第４章第４章第４章第４章 外国語外国語外国語外国語活動活動活動活動第５章第５章第５章第５章 総合的な学習の総合的な学習の総合的な学習の総合的な学習の時間時間時間時間第６章第６章第６章第６章 特別活動特別活動特別活動特別活動

第１章第１章第１章第１章 総則総則総則総則第２章第２章第２章第２章 各教科各教科各教科各教科第１節第１節第１節第１節 国語国語国語国語第２節第２節第２節第２節～第９節（略）～第９節（略）～第９節（略）～第９節（略）第３章第３章第３章第３章 特別の教科特別の教科特別の教科特別の教科 道徳道徳道徳道徳第４章第４章第４章第４章 外国語外国語外国語外国語活動活動活動活動第５章第５章第５章第５章 総合的な学習の総合的な学習の総合的な学習の総合的な学習の時間時間時間時間第６章第６章第６章第６章 特別活動特別活動特別活動特別活動
現行 改正後

●●●● 「第１章総則」に，学校教育全体としての道徳教育の目標に加え，配「第１章総則」に，学校教育全体としての道徳教育の目標に加え，配「第１章総則」に，学校教育全体としての道徳教育の目標に加え，配「第１章総則」に，学校教育全体としての道徳教育の目標に加え，配慮事項等を示す。慮事項等を示す。慮事項等を示す。慮事項等を示す。●●●● 現行の「第３章道徳」のうち，学校教育全体としての道徳教育に関す現行の「第３章道徳」のうち，学校教育全体としての道徳教育に関す現行の「第３章道徳」のうち，学校教育全体としての道徳教育に関す現行の「第３章道徳」のうち，学校教育全体としての道徳教育に関することは「第１章総則」に盛り込み，現行の「道徳の時間」に代えて設置することは「第１章総則」に盛り込み，現行の「道徳の時間」に代えて設置することは「第１章総則」に盛り込み，現行の「道徳の時間」に代えて設置することは「第１章総則」に盛り込み，現行の「道徳の時間」に代えて設置する「特別の教科道徳」に関することは，「第３章特別の教科道徳」に盛り込る「特別の教科道徳」に関することは，「第３章特別の教科道徳」に盛り込る「特別の教科道徳」に関することは，「第３章特別の教科道徳」に盛り込る「特別の教科道徳」に関することは，「第３章特別の教科道徳」に盛り込む。む。む。む。●●●● 特別の教科である道徳は，学習指導要領において「道徳科」と略称特別の教科である道徳は，学習指導要領において「道徳科」と略称特別の教科である道徳は，学習指導要領において「道徳科」と略称特別の教科である道徳は，学習指導要領において「道徳科」と略称する。する。する。する。
②②②② 目標を明確で理解しやすいものに改善目標を明確で理解しやすいものに改善目標を明確で理解しやすいものに改善目標を明確で理解しやすいものに改善答申答申 「特別の教科道徳」（仮称）の目標については「特別の教科道徳」（仮称）の目標については「特別の教科道徳」（仮称）の目標については「特別の教科道徳」（仮称）の目標については，，，，例えば例えば例えば例えば，，，，様々な道徳的価値につ様々な道徳的価値につ様々な道徳的価値につ様々な道徳的価値について自分との関わりも含めて理解しいて自分との関わりも含めて理解しいて自分との関わりも含めて理解しいて自分との関わりも含めて理解し，，，，それに基づいて内省しそれに基づいて内省しそれに基づいて内省しそれに基づいて内省し，，，，多角的に考え多角的に考え多角的に考え多角的に考え，，，，判断する能力判断する能力判断する能力判断する能力，，，，道徳的心情道徳的心情道徳的心情道徳的心情，，，，道徳的行為を行うための意欲や態度を育てること道徳的行為を行うための意欲や態度を育てること道徳的行為を行うための意欲や態度を育てること道徳的行為を行うための意欲や態度を育てることなどを通じてなどを通じてなどを通じてなどを通じて，，，，一人一人が生きる上で出会う様々な問題や課題を主体的に解一人一人が生きる上で出会う様々な問題や課題を主体的に解一人一人が生きる上で出会う様々な問題や課題を主体的に解一人一人が生きる上で出会う様々な問題や課題を主体的に解決し決し決し決し，，，，よりよく生きていくための資質・能力を培うこととして示す。よりよく生きていくための資質・能力を培うこととして示す。よりよく生きていくための資質・能力を培うこととして示す。よりよく生きていくための資質・能力を培うこととして示す。■■■■ 道徳科の目標については道徳科の目標については道徳科の目標については道徳科の目標については，，，，育成すべき資質育成すべき資質育成すべき資質育成すべき資質・・・・能力能力能力能力を明確にしたを明確にしたを明確にしたを明確にした。。。。第１章総則の第１の２に示す道徳教育の目標に基づき第１章総則の第１の２に示す道徳教育の目標に基づき第１章総則の第１の２に示す道徳教育の目標に基づき第１章総則の第１の２に示す道徳教育の目標に基づき，，，，よりよりよりよりよく生きるための基盤となる道徳性を養うためよく生きるための基盤となる道徳性を養うためよく生きるための基盤となる道徳性を養うためよく生きるための基盤となる道徳性を養うため，，，，道徳的諸価値道徳的諸価値道徳的諸価値道徳的諸価値についての理解を基にについての理解を基にについての理解を基にについての理解を基に，，，，自己を見つめ自己を見つめ自己を見つめ自己を見つめ，，，，物事物事物事物事をををを（（（（※※※※１１１１））））多面的多面的多面的多面的・・・・多多多多角的に考え角的に考え角的に考え角的に考え，，，，自己の自己の自己の自己の生き方生き方生き方生き方（（（（※※※※２２２２））））にににについての考えを深める学習ついての考えを深める学習ついての考えを深める学習ついての考えを深める学習を通してを通してを通してを通して，，，，道徳的な判断力道徳的な判断力道徳的な判断力道徳的な判断力，，，，心情心情心情心情，，，，実践意欲と態度を育てる実践意欲と態度を育てる実践意欲と態度を育てる実践意欲と態度を育てる。。。。※※※※１：中学校「広い視野から」追記１：中学校「広い視野から」追記１：中学校「広い視野から」追記１：中学校「広い視野から」追記 ※※※※２：中学校「人間としての生き方」２：中学校「人間としての生き方」２：中学校「人間としての生き方」２：中学校「人間としての生き方」



「特別の教科 道徳」での学習

• 道徳的諸価値について理解する

• 自己を見つめる

• 物事を（広い視野から）多面的・多角的

に考える

• 自己の生き方（人間としての生き方）に

ついての考えを深める

１１１１ 道徳的諸価値について理解する道徳的諸価値について理解する道徳的諸価値について理解する道徳的諸価値について理解する第２章 道徳教育の目標 ２ 道徳科の目標道徳的道徳的道徳的道徳的価値価値価値価値：：：： よりよりよりよりよく生きるために必要とされるよく生きるために必要とされるよく生きるために必要とされるよく生きるために必要とされるもの人間もの人間もの人間もの人間としてとしてとしてとしてのののの在り方在り方在り方在り方やややや生き方生き方生き方生き方の礎の礎の礎の礎となるとなるとなるとなるものものものもの児童が将来，様々な問題場面に出会った際に，その状況に応じて自己の生き方を考児童が将来，様々な問題場面に出会った際に，その状況に応じて自己の生き方を考児童が将来，様々な問題場面に出会った際に，その状況に応じて自己の生き方を考児童が将来，様々な問題場面に出会った際に，その状況に応じて自己の生き方を考え，主体的な判断に基づいて道徳的実践を行うためには，道徳的価値の意義及びそえ，主体的な判断に基づいて道徳的実践を行うためには，道徳的価値の意義及びそえ，主体的な判断に基づいて道徳的実践を行うためには，道徳的価値の意義及びそえ，主体的な判断に基づいて道徳的実践を行うためには，道徳的価値の意義及びその大切さの理解が必要の大切さの理解が必要の大切さの理解が必要の大切さの理解が必要⑴ 価値理解：内容項目を，人間としてよりよく生きる上で大切なことであると理解すること⑵ 人間理解：道徳的価値は大切であってもなかなか実現することができない人間の弱さなども理解すること⑶ 他者理解：道徳的価値を実現したり，実現できなかったりする場合の感じ方，考え方は一つではない，多様であるということを前提として理解すること道徳的道徳的道徳的道徳的価値の理解のための指導は授業者の意図や工夫によるが，自立した人間と価値の理解のための指導は授業者の意図や工夫によるが，自立した人間と価値の理解のための指導は授業者の意図や工夫によるが，自立した人間と価値の理解のための指導は授業者の意図や工夫によるが，自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うには，道徳的価値についして他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うには，道徳的価値についして他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うには，道徳的価値についして他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うには，道徳的価値について理解する学習は不可欠て理解する学習は不可欠て理解する学習は不可欠て理解する学習は不可欠。。。。指導指導指導指導の際には，特定の道徳的価値を絶対的なものとして指導したり，本来実感をの際には，特定の道徳的価値を絶対的なものとして指導したり，本来実感をの際には，特定の道徳的価値を絶対的なものとして指導したり，本来実感をの際には，特定の道徳的価値を絶対的なものとして指導したり，本来実感を伴って理解すべき道徳的価値のよさや大切さを観念的に理解させたりする学習に終始伴って理解すべき道徳的価値のよさや大切さを観念的に理解させたりする学習に終始伴って理解すべき道徳的価値のよさや大切さを観念的に理解させたりする学習に終始伴って理解すべき道徳的価値のよさや大切さを観念的に理解させたりする学習に終始することのないような配慮が大切。することのないような配慮が大切。することのないような配慮が大切。することのないような配慮が大切。「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より
第２章 道徳教育の目標 ２ 道徳科の目標２２２２ 自己を見つめる自己を見つめる自己を見つめる自己を見つめる道徳的価値の理解を図るには，児童一人一人がこれらの理解を自分との関わりで捉えることが重要人間としてよりよく生きる上で大切な道徳的価値を自分のこととして考えたり感じたりすること自己を見つめる：自己を見つめる：自己を見つめる：自己を見つめる： これまでの自分の経験やそのときの考え方，これまでの自分の経験やそのときの考え方，これまでの自分の経験やそのときの考え方，これまでの自分の経験やそのときの考え方，感じ感じ感じ感じ方方方方とととと照らし合わせて，更に考えを深めること照らし合わせて，更に考えを深めること照らし合わせて，更に考えを深めること照らし合わせて，更に考えを深めること自己自己自己自己を見つめる学習を通して，児童一人一人は，道徳的価値の理解と同を見つめる学習を通して，児童一人一人は，道徳的価値の理解と同を見つめる学習を通して，児童一人一人は，道徳的価値の理解と同を見つめる学習を通して，児童一人一人は，道徳的価値の理解と同時に自己理解を時に自己理解を時に自己理解を時に自己理解を深め深め深め深め，，，，児童児童児童児童自ら道徳性を養う中で，自らを振り返って成長自ら道徳性を養う中で，自らを振り返って成長自ら道徳性を養う中で，自らを振り返って成長自ら道徳性を養う中で，自らを振り返って成長を実感したり，課題や目標を見付けたりすることができるようになる。を実感したり，課題や目標を見付けたりすることができるようになる。を実感したり，課題や目標を見付けたりすることができるようになる。を実感したり，課題や目標を見付けたりすることができるようになる。児童児童児童児童が道徳的価値を基に自己を見つめる学習を通して，道徳性を養うこが道徳的価値を基に自己を見つめる学習を通して，道徳性を養うこが道徳的価値を基に自己を見つめる学習を通して，道徳性を養うこが道徳的価値を基に自己を見つめる学習を通して，道徳性を養うことの意義を児童自らが考え，理解できるようにすることがとの意義を児童自らが考え，理解できるようにすることがとの意義を児童自らが考え，理解できるようにすることがとの意義を児童自らが考え，理解できるようにすることが大切大切大切大切。。。。「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

第２章 道徳教育の目標 ２ 道徳科の目標３３３３ 物事を多面的・多角的に考える物事を多面的・多角的に考える物事を多面的・多角的に考える物事を多面的・多角的に考える○○○○ 道徳性を養うためには，児童が多様な考え方や感じ方に接することが道徳性を養うためには，児童が多様な考え方や感じ方に接することが道徳性を養うためには，児童が多様な考え方や感じ方に接することが道徳性を養うためには，児童が多様な考え方や感じ方に接することが大切大切大切大切。。。。児童児童児童児童が多様が多様が多様が多様な価値観の存在を前提に，他者と対話したり協働したりしながら，物事を多面的・多角的にな価値観の存在を前提に，他者と対話したり協働したりしながら，物事を多面的・多角的にな価値観の存在を前提に，他者と対話したり協働したりしながら，物事を多面的・多角的にな価値観の存在を前提に，他者と対話したり協働したりしながら，物事を多面的・多角的に考えること考えること考えること考えることがががが必要必要必要必要。。。。○○○○ 物事を多面的・多角的に考える学習を通して，児童一人一人は，価値理解と同時に人間物事を多面的・多角的に考える学習を通して，児童一人一人は，価値理解と同時に人間物事を多面的・多角的に考える学習を通して，児童一人一人は，価値理解と同時に人間物事を多面的・多角的に考える学習を通して，児童一人一人は，価値理解と同時に人間理解や他者理解を深め，更に自分で考えを深め，判断し，表現する力などを理解や他者理解を深め，更に自分で考えを深め，判断し，表現する力などを理解や他者理解を深め，更に自分で考えを深め，判断し，表現する力などを理解や他者理解を深め，更に自分で考えを深め，判断し，表現する力などを育む育む育む育む。。。。○○○○ 道徳的価値の理解は，道徳的価値自体を観念的に理解するのではなく，道徳的価値を道徳的価値の理解は，道徳的価値自体を観念的に理解するのではなく，道徳的価値を道徳的価値の理解は，道徳的価値自体を観念的に理解するのではなく，道徳的価値を道徳的価値の理解は，道徳的価値自体を観念的に理解するのではなく，道徳的価値を含んだ事象や自分自身の体験などを通して，そのよさや意義，困難さ，多様さなどを理解含んだ事象や自分自身の体験などを通して，そのよさや意義，困難さ，多様さなどを理解含んだ事象や自分自身の体験などを通して，そのよさや意義，困難さ，多様さなどを理解含んだ事象や自分自身の体験などを通して，そのよさや意義，困難さ，多様さなどを理解することが求められる。することが求められる。することが求められる。することが求められる。○○○○ 道徳的価値の理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考えるという道徳的道徳的価値の理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考えるという道徳的道徳的価値の理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考えるという道徳的道徳的価値の理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考えるという道徳的価値の自覚を深める過程で，道徳的価値を自分なりに発展させていくことへの思いや課題価値の自覚を深める過程で，道徳的価値を自分なりに発展させていくことへの思いや課題価値の自覚を深める過程で，道徳的価値を自分なりに発展させていくことへの思いや課題価値の自覚を深める過程で，道徳的価値を自分なりに発展させていくことへの思いや課題がががが培われ培われ培われ培われ，，，，そのそのそのその中で自己や社会の未来に夢や希望がもてるようにすることが中で自己や社会の未来に夢や希望がもてるようにすることが中で自己や社会の未来に夢や希望がもてるようにすることが中で自己や社会の未来に夢や希望がもてるようにすることが大切。大切。大切。大切。○○○○ 物事を多面的・多角的に考える指導のためには，物事を一面的に捉えるのではなく，児物事を多面的・多角的に考える指導のためには，物事を一面的に捉えるのではなく，児物事を多面的・多角的に考える指導のためには，物事を一面的に捉えるのではなく，児物事を多面的・多角的に考える指導のためには，物事を一面的に捉えるのではなく，児童自らが道徳的価値の理解を基に考え，様々な視点から物事を理解し，主体的に学習に童自らが道徳的価値の理解を基に考え，様々な視点から物事を理解し，主体的に学習に童自らが道徳的価値の理解を基に考え，様々な視点から物事を理解し，主体的に学習に童自らが道徳的価値の理解を基に考え，様々な視点から物事を理解し，主体的に学習に取り組むようにすることが取り組むようにすることが取り組むようにすることが取り組むようにすることが大切大切大切大切。。。。○○○○ 例えば，発達の段階に応じて二つの概念が互いに矛盾，対立しているという二項対立の例えば，発達の段階に応じて二つの概念が互いに矛盾，対立しているという二項対立の例えば，発達の段階に応じて二つの概念が互いに矛盾，対立しているという二項対立の例えば，発達の段階に応じて二つの概念が互いに矛盾，対立しているという二項対立の物事を取り扱うなど，物事を多面的・多角的に考えることができるよう指導上の工夫をする物事を取り扱うなど，物事を多面的・多角的に考えることができるよう指導上の工夫をする物事を取り扱うなど，物事を多面的・多角的に考えることができるよう指導上の工夫をする物事を取り扱うなど，物事を多面的・多角的に考えることができるよう指導上の工夫をすることもこともこともことも大切大切大切大切。。。。 「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より
第２章 道徳教育の目標 ２ 道徳科の目標４４４４ 自己の生き方についての考えを深める自己の生き方についての考えを深める自己の生き方についての考えを深める自己の生き方についての考えを深める○○○○ 児童は，道徳的価値の理解を基に自己を見つめるなどの道徳的価値児童は，道徳的価値の理解を基に自己を見つめるなどの道徳的価値児童は，道徳的価値の理解を基に自己を見つめるなどの道徳的価値児童は，道徳的価値の理解を基に自己を見つめるなどの道徳的価値の自覚を深める過程で，同時に自己の生き方についての自覚を深める過程で，同時に自己の生き方についての自覚を深める過程で，同時に自己の生き方についての自覚を深める過程で，同時に自己の生き方についての考えの考えの考えの考えを深めてを深めてを深めてを深めているが，特にそのことを強く意識させることが重要いるが，特にそのことを強く意識させることが重要いるが，特にそのことを強く意識させることが重要いるが，特にそのことを強く意識させることが重要○○○○ 児童が道徳的価値の理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多児童が道徳的価値の理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多児童が道徳的価値の理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多児童が道徳的価値の理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考えることを通して形成された道徳的価値観を基盤として，自己角的に考えることを通して形成された道徳的価値観を基盤として，自己角的に考えることを通して形成された道徳的価値観を基盤として，自己角的に考えることを通して形成された道徳的価値観を基盤として，自己の生き方についての考えを深めていくことができるようにすることが大切の生き方についての考えを深めていくことができるようにすることが大切の生き方についての考えを深めていくことができるようにすることが大切の生き方についての考えを深めていくことができるようにすることが大切○○○○ その際，道徳的価値の理解を自分との関わりで深めたり，自分自身その際，道徳的価値の理解を自分との関わりで深めたり，自分自身その際，道徳的価値の理解を自分との関わりで深めたり，自分自身その際，道徳的価値の理解を自分との関わりで深めたり，自分自身の体験やそれに伴う考え方や感じ方などを確かに想起したりすることがの体験やそれに伴う考え方や感じ方などを確かに想起したりすることがの体験やそれに伴う考え方や感じ方などを確かに想起したりすることがの体験やそれに伴う考え方や感じ方などを確かに想起したりすることができるようにするなど，特に自己の生き方についての考えを深めることをできるようにするなど，特に自己の生き方についての考えを深めることをできるようにするなど，特に自己の生き方についての考えを深めることをできるようにするなど，特に自己の生き方についての考えを深めることを強く意識して指導することが重要強く意識して指導することが重要強く意識して指導することが重要強く意識して指導することが重要「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

第２章 道徳教育の目標 ２ 道徳科の目標４４４４ 自己の生き方についての考えを深める自己の生き方についての考えを深める自己の生き方についての考えを深める自己の生き方についての考えを深める・ 児童が道徳的価値に関わる事象を自分自身の問題として受け止められるようにする。・ 他者の多様な考え方や感じ方に触れることで身近な集団の中で自分の特徴などを知り，伸ばしたい自己を深く見つめられるようにする。・ それとともに，これからの生き方の課題を考え，それを自己の生き方として実現していこうとする思いや願いを深めることができるようにする。
（例）
道徳科道徳科道徳科道徳科においては，これらのことが，児童の実態に応じて計画的ににおいては，これらのことが，児童の実態に応じて計画的ににおいては，これらのことが，児童の実態に応じて計画的ににおいては，これらのことが，児童の実態に応じて計画的になされるように様々に指導を工夫していくことが必要なされるように様々に指導を工夫していくことが必要なされるように様々に指導を工夫していくことが必要なされるように様々に指導を工夫していくことが必要このこのこのこのことは中学校段階の「人間としての生き方についての考えを深ことは中学校段階の「人間としての生き方についての考えを深ことは中学校段階の「人間としての生き方についての考えを深ことは中学校段階の「人間としての生き方についての考えを深める」ことに発展める」ことに発展める」ことに発展める」ことに発展 「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より



「特別の教科 道徳」で育成する資質・能力
道徳的判断力

道徳的心情

○ それぞれの場面において善悪を判断する能力○ 人間として生きるために道徳的価値が大切なことを理解し，様々な状況下において人間としてどのように対処することが望まれるかを判断する力○ 的確な道徳的判断力をもつことで，それぞれの場面で機に応じた道徳的行為が可能になる○ 道徳的価値の大切さを感じ取り，善を行うことを喜び，悪を憎む感情○ 人間としてのよりよい生き方や善を志向する感情○ それは，道徳的行為への動機として強く作用するもの「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

「特別の教科 道徳」で育成する資質・能力道徳的実践意欲と態度
〇〇〇〇 道徳的道徳的道徳的道徳的判断力や道徳的心情に裏付けられた具体的判断力や道徳的心情に裏付けられた具体的判断力や道徳的心情に裏付けられた具体的判断力や道徳的心情に裏付けられた具体的な道徳的行為へな道徳的行為へな道徳的行為へな道徳的行為へのののの身構え身構え身構え身構え
〇〇〇〇 道徳的道徳的道徳的道徳的心情や道徳的判断力によって価値があると心情や道徳的判断力によって価値があると心情や道徳的判断力によって価値があると心情や道徳的判断力によって価値があるとされたされたされたされた行動を行動を行動を行動をとろとろとろとろううううとするとするとするとする傾向性傾向性傾向性傾向性道徳的実践意欲〇〇〇〇 道徳的判断力や道徳的心情を基盤とし道徳的価値を実現道徳的判断力や道徳的心情を基盤とし道徳的価値を実現道徳的判断力や道徳的心情を基盤とし道徳的価値を実現道徳的判断力や道徳的心情を基盤とし道徳的価値を実現しようとするしようとするしようとするしようとする意志意志意志意志の働きの働きの働きの働き道徳的態度■道徳性道徳性道徳性道徳性の諸様相には特に序列や段階があるということではないの諸様相には特に序列や段階があるということではないの諸様相には特に序列や段階があるということではないの諸様相には特に序列や段階があるということではない■道徳科道徳科道徳科道徳科ではその目標を十分に理解し，教師の一方的な押し付けや単なるではその目標を十分に理解し，教師の一方的な押し付けや単なるではその目標を十分に理解し，教師の一方的な押し付けや単なるではその目標を十分に理解し，教師の一方的な押し付けや単なる生活経験の話合いなどに終始しないように特に留意し，相応の指導の計画生活経験の話合いなどに終始しないように特に留意し，相応の指導の計画生活経験の話合いなどに終始しないように特に留意し，相応の指導の計画生活経験の話合いなどに終始しないように特に留意し，相応の指導の計画や方法を講じ，指導の効果を高める工夫をすることが大切や方法を講じ，指導の効果を高める工夫をすることが大切や方法を講じ，指導の効果を高める工夫をすることが大切や方法を講じ，指導の効果を高める工夫をすることが大切「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

③③③③ 目標の関係を明確にする目標の関係を明確にする目標の関係を明確にする目標の関係を明確にする答申答申 これらの目標については，文章の構造が複雑で理解しにくいことや，「道徳性」，「道徳これらの目標については，文章の構造が複雑で理解しにくいことや，「道徳性」，「道徳これらの目標については，文章の構造が複雑で理解しにくいことや，「道徳性」，「道徳これらの目標については，文章の構造が複雑で理解しにくいことや，「道徳性」，「道徳的実践力」などの用語の意味，相互の関係が分かりにくいことなどが指摘されており，そ的実践力」などの用語の意味，相互の関係が分かりにくいことなどが指摘されており，そ的実践力」などの用語の意味，相互の関係が分かりにくいことなどが指摘されており，そ的実践力」などの用語の意味，相互の関係が分かりにくいことなどが指摘されており，その改善が求められる。の改善が求められる。の改善が求められる。の改善が求められる。道徳教育の目標道徳教育は，教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基づき，自己の生き方（※１）を考え，主体的な判断の下に行動し，自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標とする。※※※※１：中学校「人間としての生き方」１：中学校「人間としての生き方」１：中学校「人間としての生き方」１：中学校「人間としての生き方」
答申答申 いずれも最終的には，児童生徒の主体的な道徳的実践につながることを目指して，道いずれも最終的には，児童生徒の主体的な道徳的実践につながることを目指して，道いずれも最終的には，児童生徒の主体的な道徳的実践につながることを目指して，道いずれも最終的には，児童生徒の主体的な道徳的実践につながることを目指して，道徳に係る内面的な資質・能力である道徳性を育成するという意味において共通するもの徳に係る内面的な資質・能力である道徳性を育成するという意味において共通するもの徳に係る内面的な資質・能力である道徳性を育成するという意味において共通するもの徳に係る内面的な資質・能力である道徳性を育成するという意味において共通するものである。である。である。である。
〔〔〔〔道徳科の目標道徳科の目標道徳科の目標道徳科の目標〕〕〕〕主体的主体的主体的主体的な判断に基づいて道徳的実践を行い，自立した人間として他者と共によりよくな判断に基づいて道徳的実践を行い，自立した人間として他者と共によりよくな判断に基づいて道徳的実践を行い，自立した人間として他者と共によりよくな判断に基づいて道徳的実践を行い，自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うこと生きるための基盤となる道徳性を養うこと生きるための基盤となる道徳性を養うこと生きるための基盤となる道徳性を養うこと

④④④④ 道徳の内容をより発達の段階を踏まえた体系的なものに改善道徳の内容をより発達の段階を踏まえた体系的なものに改善道徳の内容をより発達の段階を踏まえた体系的なものに改善道徳の内容をより発達の段階を踏まえた体系的なものに改善答申答申 四つの視点の意義を明確にするとともに，その順序等を適切なものに見直すこと。四つの視点の意義を明確にするとともに，その順序等を適切なものに見直すこと。四つの視点の意義を明確にするとともに，その順序等を適切なものに見直すこと。四つの視点の意義を明確にするとともに，その順序等を適切なものに見直すこと。ＡＡＡＡ 主として自分自身に関すること主として自分自身に関すること主として自分自身に関すること主として自分自身に関することＢＢＢＢ 主として人との関わりに関すること主として人との関わりに関すること主として人との関わりに関すること主として人との関わりに関することＣＣＣＣ 主として集団や社会との関わりに関すること主として集団や社会との関わりに関すること主として集団や社会との関わりに関すること主として集団や社会との関わりに関することＤＤＤＤ 主として主として主として主として生命生命生命生命や自然や自然や自然や自然，，，，崇高なものとの関わりに関する崇高なものとの関わりに関する崇高なものとの関わりに関する崇高なものとの関わりに関することことことこと答申答申 内容項目について，いじめの問題への対応をはじめ，児童生徒の発達の段階や実態，内容項目について，いじめの問題への対応をはじめ，児童生徒の発達の段階や実態，内容項目について，いじめの問題への対応をはじめ，児童生徒の発達の段階や実態，内容項目について，いじめの問題への対応をはじめ，児童生徒の発達の段階や実態，児童生徒を取り巻く環境の変化などに照らし必要な改善を行うとともに，キーワードなど児童生徒を取り巻く環境の変化などに照らし必要な改善を行うとともに，キーワードなど児童生徒を取り巻く環境の変化などに照らし必要な改善を行うとともに，キーワードなど児童生徒を取り巻く環境の変化などに照らし必要な改善を行うとともに，キーワードなども活用しつつ，より体系的で効果的な示し方を工夫すること。も活用しつつ，より体系的で効果的な示し方を工夫すること。も活用しつつ，より体系的で効果的な示し方を工夫すること。も活用しつつ，より体系的で効果的な示し方を工夫すること。■ 構成やねらいを明示して指導効果を高める観点から，それぞれの内容項目に手掛構成やねらいを明示して指導効果を高める観点から，それぞれの内容項目に手掛構成やねらいを明示して指導効果を高める観点から，それぞれの内容項目に手掛構成やねらいを明示して指導効果を高める観点から，それぞれの内容項目に手掛かりとなる言葉を付記かりとなる言葉を付記かりとなる言葉を付記かりとなる言葉を付記■■■■ いじめの問題への対応の充実や，児童生徒の発達の段階を一層踏まえた体系的ないじめの問題への対応の充実や，児童生徒の発達の段階を一層踏まえた体系的ないじめの問題への対応の充実や，児童生徒の発達の段階を一層踏まえた体系的ないじめの問題への対応の充実や，児童生徒の発達の段階を一層踏まえた体系的なものとする観点から内容の改善を図った。ものとする観点から内容の改善を図った。ものとする観点から内容の改善を図った。ものとする観点から内容の改善を図った。
ＡＡＡＡ 主として自分自身に関すること主として自分自身に関すること主として自分自身に関すること主として自分自身に関すること［［［［善悪の判断善悪の判断善悪の判断善悪の判断，，，，自律自律自律自律，，，，自由と責任自由と責任自由と責任自由と責任］］］］［［［［正直正直正直正直，，，，誠実誠実誠実誠実］］］］［［［［節度節度節度節度，，，，節制節制節制節制］］］］［［［［個性の伸長個性の伸長個性の伸長個性の伸長］］］］［［［［希望と勇気希望と勇気希望と勇気希望と勇気，，，，努力と強い意志努力と強い意志努力と強い意志努力と強い意志］］］］［［［［真理の探究真理の探究真理の探究真理の探究］］］］ＢＢＢＢ 主として人との関わりに関すること主として人との関わりに関すること主として人との関わりに関すること主として人との関わりに関すること［［［［親切親切親切親切，，，，思いやり思いやり思いやり思いやり］］］］［［［［感謝感謝感謝感謝］］］］［［［［礼儀礼儀礼儀礼儀］］］］［［［［友情友情友情友情，，，，信頼信頼信頼信頼］］］］［［［［相互理解相互理解相互理解相互理解，，，，寛容寛容寛容寛容］］］］ＣＣＣＣ 主として集団や社会との関わりに関すること主として集団や社会との関わりに関すること主として集団や社会との関わりに関すること主として集団や社会との関わりに関すること［［［［規則の尊重規則の尊重規則の尊重規則の尊重］］］］［［［［公正公正公正公正，，，，公平公平公平公平，，，，社会正義社会正義社会正義社会正義］］］］［［［［勤労勤労勤労勤労，，，，公共の精神公共の精神公共の精神公共の精神］］］］［［［［家族愛家族愛家族愛家族愛，，，，家庭生活の充実家庭生活の充実家庭生活の充実家庭生活の充実］］］］［［［［よりよい学校生活よりよい学校生活よりよい学校生活よりよい学校生活，，，，集団生活の充実集団生活の充実集団生活の充実集団生活の充実］］］］［［［［伝統と伝統と伝統と伝統と文化の尊重文化の尊重文化の尊重文化の尊重，，，，国や郷土を愛する態度国や郷土を愛する態度国や郷土を愛する態度国や郷土を愛する態度］］］］［［［［国際理解国際理解国際理解国際理解，，，，国際親善国際親善国際親善国際親善］］］］ＤＤＤＤ 主として生命や自然主として生命や自然主として生命や自然主として生命や自然，，，，崇高なものとの関わりに関すること崇高なものとの関わりに関すること崇高なものとの関わりに関すること崇高なものとの関わりに関すること［［［［生命の尊さ生命の尊さ生命の尊さ生命の尊さ］］］］［［［［自然愛護自然愛護自然愛護自然愛護］］］］［［［［感動感動感動感動，，，，畏敬の念畏敬の念畏敬の念畏敬の念］］］］［［［［よりよく生きる喜びよりよく生きる喜びよりよく生きる喜びよりよく生きる喜び］］］］
内容のキーワードについて（小学校） ＡＡＡＡ 主として自分自身に関すること主として自分自身に関すること主として自分自身に関すること主として自分自身に関すること［［［［自主自主自主自主，，，，自律自律自律自律，，，，自由と責任自由と責任自由と責任自由と責任］］］］ ［［［［節度節度節度節度，，，，節制節制節制節制］］］］［［［［向上心向上心向上心向上心，，，，個性の伸長個性の伸長個性の伸長個性の伸長］］］］［［［［希望と勇気希望と勇気希望と勇気希望と勇気，，，，克己と強い意志克己と強い意志克己と強い意志克己と強い意志］］］］［［［［真理の探究真理の探究真理の探究真理の探究，，，，創造創造創造創造］］］］ＢＢＢＢ 主として人との関わりに関すること主として人との関わりに関すること主として人との関わりに関すること主として人との関わりに関すること［［［［親切親切親切親切，，，，思いやり思いやり思いやり思いやり］］］］［［［［礼儀礼儀礼儀礼儀］］］］［［［［友情友情友情友情，，，，信頼信頼信頼信頼］］］］［［［［相互理解相互理解相互理解相互理解，，，，寛容寛容寛容寛容］］］］ＣＣＣＣ 主として集団や社会との関わりに関すること主として集団や社会との関わりに関すること主として集団や社会との関わりに関すること主として集団や社会との関わりに関すること［［［［遵法精神遵法精神遵法精神遵法精神，，，，公徳心公徳心公徳心公徳心］］］］ ［［［［公正公正公正公正，，，，公平公平公平公平，，，，社会正義社会正義社会正義社会正義］］］］ ［［［［社会参画社会参画社会参画社会参画，，，，公共の精神公共の精神公共の精神公共の精神］］］］ ［［［［勤勤勤勤労労労労］］］］ ［［［［家族愛家族愛家族愛家族愛，，，，家庭生活の充実家庭生活の充実家庭生活の充実家庭生活の充実］］］］ ［［［［よりよい学校生活よりよい学校生活よりよい学校生活よりよい学校生活，，，，集団生活の充実集団生活の充実集団生活の充実集団生活の充実］］］］［［［［郷土郷土郷土郷土の伝統と文化の尊重の伝統と文化の尊重の伝統と文化の尊重の伝統と文化の尊重，，，，郷土を愛する態度郷土を愛する態度郷土を愛する態度郷土を愛する態度］］］］［［［［我が国の伝統と文化の尊重我が国の伝統と文化の尊重我が国の伝統と文化の尊重我が国の伝統と文化の尊重，，，，国を愛する態度国を愛する態度国を愛する態度国を愛する態度］］］］ ［［［［国際理解国際理解国際理解国際理解，，，，国際貢献国際貢献国際貢献国際貢献］］］］ＤＤＤＤ 主として生命や自然主として生命や自然主として生命や自然主として生命や自然，，，，崇高なものとの関わりに関すること崇高なものとの関わりに関すること崇高なものとの関わりに関すること崇高なものとの関わりに関すること［［［［生命の尊さ生命の尊さ生命の尊さ生命の尊さ］］］］［［［［自然愛護自然愛護自然愛護自然愛護］］］］［［［［感動感動感動感動，，，，畏敬の念畏敬の念畏敬の念畏敬の念］］］］［［［［よりよく生きる喜びよりよく生きる喜びよりよく生きる喜びよりよく生きる喜び］］］］

内容のキーワードについて（中学校）



内容 （ ）は現行学習指導要領第１学年第１学年第１学年第１学年第２学年第２学年第２学年第２学年 第３学年第３学年第３学年第３学年第４学年第４学年第４学年第４学年 第５学年第５学年第５学年第５学年第６学年第６学年第６学年第６学年 中学校中学校中学校中学校視点Ａ視点Ａ視点Ａ視点Ａ自分自身自分自身自分自身自分自身 ５（４）５（４）５（４）５（４） ５５５５ ６６６６ ５５５５視点Ｂ視点Ｂ視点Ｂ視点Ｂ人人人人 ４４４４ ５（４）５（４）５（４）５（４） ５５５５ ４（６）４（６）４（６）４（６）視点Ｃ視点Ｃ視点Ｃ視点Ｃ集団や社会集団や社会集団や社会集団や社会 ７（５）７（５）７（５）７（５） ７（６）７（６）７（６）７（６） ７（８）７（８）７（８）７（８） ９（１０）９（１０）９（１０）９（１０）視点Ｄ視点Ｄ視点Ｄ視点Ｄ生命や生命や生命や生命や自自自自然崇然崇然崇然崇高高高高 ３３３３ ３３３３ ４（３）４（３）４（３）４（３） ４（３）４（３）４（３）４（３）合計合計合計合計 １９（１６）１９（１６）１９（１６）１９（１６） ２０（１８）２０（１８）２０（１８）２０（１８） ２２（２２）２２（２２）２２（２２）２２（２２） ２２（２４）２２（２４）２２（２４）２２（２４）
新たに追加された内容小学校第１学年及び第２学年小学校第１学年及び第２学年小学校第１学年及び第２学年小学校第１学年及び第２学年［［［［個性の伸長個性の伸長個性の伸長個性の伸長］］］］［［［［公正公正公正公正，，，，公平公平公平公平，，，，社会正義社会正義社会正義社会正義］］］］［［［［国際理解国際理解国際理解国際理解，，，，国際親善国際親善国際親善国際親善］］］］小学校第３学年及び第４学年小学校第３学年及び第４学年小学校第３学年及び第４学年小学校第３学年及び第４学年［［［［相互理解相互理解相互理解相互理解，，，，寛容寛容寛容寛容］］］］［［［［公正公正公正公正，，，，公平公平公平公平，，，，社会正義社会正義社会正義社会正義］］］］小学校第５学年及び第６学年小学校第５学年及び第６学年小学校第５学年及び第６学年小学校第５学年及び第６学年［［［［よりよく生きる喜びよりよく生きる喜びよりよく生きる喜びよりよく生きる喜び］］］］■ 指導に当たっては，内容を端的に表す言葉そのものを教え込んだり，知的な理指導に当たっては，内容を端的に表す言葉そのものを教え込んだり，知的な理指導に当たっては，内容を端的に表す言葉そのものを教え込んだり，知的な理指導に当たっては，内容を端的に表す言葉そのものを教え込んだり，知的な理解にとどまる指導になったりすることがないよう十分留意することが必要解にとどまる指導になったりすることがないよう十分留意することが必要解にとどまる指導になったりすることがないよう十分留意することが必要解にとどまる指導になったりすることがないよう十分留意することが必要

第３章 道徳科の内容 １ 内容の基本的性格内容内容内容内容のののの取扱取扱取扱取扱い方い方い方い方１１１１ 関連的，発展的な取扱いの工夫関連的，発展的な取扱いの工夫関連的，発展的な取扱いの工夫関連的，発展的な取扱いの工夫道徳的道徳的道徳的道徳的行為がなされる場合，一つの内容項目だけが単独に作用するということはほとん行為がなされる場合，一つの内容項目だけが単独に作用するということはほとん行為がなされる場合，一つの内容項目だけが単独に作用するということはほとん行為がなされる場合，一つの内容項目だけが単独に作用するということはほとんどない。そこでは，ある内容項目を中心として，幾つかの内容項目が関連し合っている。どない。そこでは，ある内容項目を中心として，幾つかの内容項目が関連し合っている。どない。そこでは，ある内容項目を中心として，幾つかの内容項目が関連し合っている。どない。そこでは，ある内容項目を中心として，幾つかの内容項目が関連し合っている。＜＜＜＜例例例例：「第５学：「第５学：「第５学：「第５学年年年年及び第及び第及び第及び第６６６６学学学学年年年年」の」の」の」の場合場合場合場合＞＞＞＞■■■■「「「「礼儀礼儀礼儀礼儀」の「」の「」の「」の「時時時時と場をわきまえて，と場をわきまえて，と場をわきまえて，と場をわきまえて，礼儀正礼儀正礼儀正礼儀正しくしくしくしく真真真真心をもって心をもって心をもって心をもって接接接接すること」のためには，「すること」のためには，「すること」のためには，「すること」のためには，「親親親親切，切，切，切，思思思思いやり」の「いやり」の「いやり」の「いやり」の「誰誰誰誰に対してもに対してもに対してもに対しても思思思思いやりの心をもいやりの心をもいやりの心をもいやりの心をもちちちち，相手の立場に立って，相手の立場に立って，相手の立場に立って，相手の立場に立って親親親親切にする切にする切にする切にすること」がこと」がこと」がこと」が必要必要必要必要■■■■「「「「勤労勤労勤労勤労，，，，公公公公共の共の共の共の精神精神精神精神」の「」の「」の「」の「働働働働くことや社会にくことや社会にくことや社会にくことや社会に奉仕奉仕奉仕奉仕することの充実感を味わうとともに，することの充実感を味わうとともに，することの充実感を味わうとともに，することの充実感を味わうとともに，そそそそのののの意義を理解し，意義を理解し，意義を理解し，意義を理解し，公公公公共のために共のために共のために共のために役役役役に立つことをすること」は，「感に立つことをすること」は，「感に立つことをすること」は，「感に立つことをすること」は，「感謝謝謝謝」の「」の「」の「」の「日日日日々の生活々の生活々の生活々の生活がががが家族家族家族家族やややや過去過去過去過去からのからのからのからの多多多多くの人々のくの人々のくの人々のくの人々の支支支支え合いやえ合いやえ合いやえ合いや助助助助け合いで成り立っていることに感け合いで成り立っていることに感け合いで成り立っていることに感け合いで成り立っていることに感謝謝謝謝し，それに応えること」とし，それに応えること」とし，それに応えること」とし，それに応えること」と密接密接密接密接に関わっている。に関わっている。に関わっている。に関わっている。道徳科の指導に当たっては，内容項目間の関連を十分に考慮したり，指導の順序を工夫したり道徳科の指導に当たっては，内容項目間の関連を十分に考慮したり，指導の順序を工夫したり道徳科の指導に当たっては，内容項目間の関連を十分に考慮したり，指導の順序を工夫したり道徳科の指導に当たっては，内容項目間の関連を十分に考慮したり，指導の順序を工夫したりして，児童の実態に応じた適切な指導を行うことが大切。各学年段階を通して，全部の内容項目して，児童の実態に応じた適切な指導を行うことが大切。各学年段階を通して，全部の内容項目して，児童の実態に応じた適切な指導を行うことが大切。各学年段階を通して，全部の内容項目して，児童の実態に応じた適切な指導を行うことが大切。各学年段階を通して，全部の内容項目が調和的に関わり合いながら，児童の道徳性が養われるように工夫が調和的に関わり合いながら，児童の道徳性が養われるように工夫が調和的に関わり合いながら，児童の道徳性が養われるように工夫が調和的に関わり合いながら，児童の道徳性が養われるように工夫するするするすることがことがことがことが必要必要必要必要。。。。
関関関関連連連連性をもたせる性をもたせる性をもたせる性をもたせる

「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

第３章 道徳科の内容 １ 内容の基本的性格内容内容内容内容のののの取扱取扱取扱取扱い方い方い方い方○○○○「「「「第１学年及び第２学年」と「第３学年及び第４学年」の内容項目は，全てが第１学年及び第２学年」と「第３学年及び第４学年」の内容項目は，全てが第１学年及び第２学年」と「第３学年及び第４学年」の内容項目は，全てが第１学年及び第２学年」と「第３学年及び第４学年」の内容項目は，全てが「第５学年及び第６学年」の内容に発展されるように構成されている。「第５学年及び第６学年」の内容に発展されるように構成されている。「第５学年及び第６学年」の内容に発展されるように構成されている。「第５学年及び第６学年」の内容に発展されるように構成されている。＜＜＜＜例例例例＞＞＞＞ 「家族愛，家庭生活の充実」に関する内容「家族愛，家庭生活の充実」に関する内容「家族愛，家庭生活の充実」に関する内容「家族愛，家庭生活の充実」に関する内容項目項目項目項目○○○○第１第１第１第１学年から第６学年まで一貫して父母，祖父母を敬愛する態度を養い，学年から第６学年まで一貫して父母，祖父母を敬愛する態度を養い，学年から第６学年まで一貫して父母，祖父母を敬愛する態度を養い，学年から第６学年まで一貫して父母，祖父母を敬愛する態度を養い，「第１学年及び第２学年」では「進んで家の手伝いなどをして，家族の役に立「第１学年及び第２学年」では「進んで家の手伝いなどをして，家族の役に立「第１学年及び第２学年」では「進んで家の手伝いなどをして，家族の役に立「第１学年及び第２学年」では「進んで家の手伝いなどをして，家族の役に立つこと」，「第３学年及び第４学年」では，「家族みんなで協力し合って楽しい家つこと」，「第３学年及び第４学年」では，「家族みんなで協力し合って楽しい家つこと」，「第３学年及び第４学年」では，「家族みんなで協力し合って楽しい家つこと」，「第３学年及び第４学年」では，「家族みんなで協力し合って楽しい家庭をつくること」，「第５学年及び第６学年」では，「家族の幸せを求めて，進ん庭をつくること」，「第５学年及び第６学年」では，「家族の幸せを求めて，進ん庭をつくること」，「第５学年及び第６学年」では，「家族の幸せを求めて，進ん庭をつくること」，「第５学年及び第６学年」では，「家族の幸せを求めて，進んで役に立つことをすること」をで役に立つことをすること」をで役に立つことをすること」をで役に立つことをすること」を強調。強調。強調。強調。＊＊＊＊ 児童児童児童児童の発達の段階に応じて，家族との関わりを徐々に深めて，家庭をの発達の段階に応じて，家族との関わりを徐々に深めて，家庭をの発達の段階に応じて，家族との関わりを徐々に深めて，家庭をの発達の段階に応じて，家族との関わりを徐々に深めて，家庭を担う担う担う担うものものものものとして自覚ある行動ができるよう発展的に内容項目を示している。として自覚ある行動ができるよう発展的に内容項目を示している。として自覚ある行動ができるよう発展的に内容項目を示している。として自覚ある行動ができるよう発展的に内容項目を示している。
発展性を考慮する発展性を考慮する発展性を考慮する発展性を考慮する１１１１ 関連的，発展的な取扱いの工夫関連的，発展的な取扱いの工夫関連的，発展的な取扱いの工夫関連的，発展的な取扱いの工夫
■■■■ ６年間を見通した発展性を十分に配慮した計画の下に，各学年段階で重点化されている内６年間を見通した発展性を十分に配慮した計画の下に，各学年段階で重点化されている内６年間を見通した発展性を十分に配慮した計画の下に，各学年段階で重点化されている内６年間を見通した発展性を十分に配慮した計画の下に，各学年段階で重点化されている内容項目を適切に指導することが大切である。容項目を適切に指導することが大切である。容項目を適切に指導することが大切である。容項目を適切に指導することが大切である。 「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

第３章 道徳科の内容 １ 内容の基本的性格２２２２ 各学校における重各学校における重各学校における重各学校における重点点点点的指導の工夫的指導の工夫的指導の工夫的指導の工夫重重重重点的指導：点的指導：点的指導：点的指導：各各各各学学学学年年年年段階で段階で段階で段階で重重重重点化されている内容項目や学校として点化されている内容項目や学校として点化されている内容項目や学校として点化されている内容項目や学校として重重重重点的に指導した点的に指導した点的に指導した点的に指導したい内容項目をその中からい内容項目をその中からい内容項目をその中からい内容項目をその中から選選選選び，教育活び，教育活び，教育活び，教育活動全動全動全動全体を通じた道徳教育において体を通じた道徳教育において体を通じた道徳教育において体を通じた道徳教育において具具具具体的な指導を行うこと体的な指導を行うこと体的な指導を行うこと体的な指導を行うこと道徳科では，道徳科では，道徳科では，道徳科では，各各各各学学学学年年年年段階の内容項目について２学段階の内容項目について２学段階の内容項目について２学段階の内容項目について２学年年年年間を見通した間を見通した間を見通した間を見通した重重重重点的指導を工夫点的指導を工夫点的指導を工夫点的指導を工夫することが大切することが大切することが大切することが大切そのためには，道徳科のそのためには，道徳科のそのためには，道徳科のそのためには，道徳科の年年年年間指導間指導間指導間指導計画計画計画計画の作成で，当の作成で，当の作成で，当の作成で，当該該該該の学の学の学の学年年年年段階に示される内容項段階に示される内容項段階に示される内容項段階に示される内容項目目目目全全全全体の指導を考慮しながら，体の指導を考慮しながら，体の指導を考慮しながら，体の指導を考慮しながら，重重重重点的に指導する内容項目についての扱いを工夫しな点的に指導する内容項目についての扱いを工夫しな点的に指導する内容項目についての扱いを工夫しな点的に指導する内容項目についての扱いを工夫しなけれけれけれければばばばならない。ならない。ならない。ならない。＜＜＜＜例例例例＞＞＞＞〇〇〇〇 そのそのそのその内容項目に関する指導について内容項目に関する指導について内容項目に関する指導について内容項目に関する指導について年年年年間の授業間の授業間の授業間の授業時数時数時数時数をををを多多多多く取ることく取ることく取ることく取ること〇〇〇〇 一つ一つ一つ一つの内容項目をの内容項目をの内容項目をの内容項目を何回何回何回何回かに分けて指導することかに分けて指導することかに分けて指導することかに分けて指導すること○○○○ 幾つ幾つ幾つ幾つかの内容項目を関連付けて指導することなどかの内容項目を関連付けて指導することなどかの内容項目を関連付けて指導することなどかの内容項目を関連付けて指導することなど「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

⑤⑤⑤⑤ 多様で効果的な道徳教育の指導方法へと改善多様で効果的な道徳教育の指導方法へと改善多様で効果的な道徳教育の指導方法へと改善多様で効果的な道徳教育の指導方法へと改善
（１） 道徳教育推進教師を中心とした指導体制（２） 道徳科の特質を生かした計画的・発展的な指導（３） 児童（生徒）が主体的に道徳性を育むための指導（４） 多様な考え方を生かすための言語活動（５） 問題解決的な学習など多様な方法を取り入れた指導（６） 情報モラルと現代的な課題に関する指導（７） 家庭や地域社会との連携による指導

第４章第４章第４章第４章 指導指導指導指導計画の作成と内容の計画の作成と内容の計画の作成と内容の計画の作成と内容の取扱い取扱い取扱い取扱い
第３節第３節第３節第３節 指導の配慮事項指導の配慮事項指導の配慮事項指導の配慮事項

「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より



第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項（１）（１）（１）（１）道徳道徳道徳道徳教育教育教育教育推進推進推進推進教師を中心とした指導体教師を中心とした指導体教師を中心とした指導体教師を中心とした指導体制制制制１１１１ 協協協協力的な指導などについての工夫力的な指導などについての工夫力的な指導などについての工夫力的な指導などについての工夫校校校校長長長長や教や教や教や教頭頭頭頭などのなどのなどのなどの参加参加参加参加による指導，他の教による指導，他の教による指導，他の教による指導，他の教職員職員職員職員とのとのとのとのティティティティーーーームムムム・・・・ティティティティーーーーチングチングチングチングなどのなどのなどのなどの協協協協力的な指導，力的な指導，力的な指導，力的な指導，管管管管理理理理職職職職や他の教や他の教や他の教や他の教員員員員がががが得得得得意分野を生かした指導を行うことなど，教意分野を生かした指導を行うことなど，教意分野を生かした指導を行うことなど，教意分野を生かした指導を行うことなど，教職員職員職員職員がががが協協協協力して指導できるよう力して指導できるよう力して指導できるよう力して指導できるよう年年年年間指導間指導間指導間指導計画計画計画計画を工夫することなどを，道徳教育を工夫することなどを，道徳教育を工夫することなどを，道徳教育を工夫することなどを，道徳教育推進推進推進推進教教教教師師師師が中が中が中が中心となって心となって心となって心となって進進進進めることがめることがめることがめることが大切。大切。大切。大切。なお，校なお，校なお，校なお，校長長長長等が授業に等が授業に等が授業に等が授業に参加参加参加参加する際は，道徳科の特質をする際は，道徳科の特質をする際は，道徳科の特質をする際は，道徳科の特質を十分に理解して十分に理解して十分に理解して十分に理解して臨む臨む臨む臨む必要がある必要がある必要がある必要がある。授業。授業。授業。授業にねらいをもたせにねらいをもたせにねらいをもたせにねらいをもたせ計画計画計画計画的に的に的に的に行行行行うことがうことがうことがうことが重重重重要要要要○○○○ 環境整備環境整備環境整備環境整備道徳科で用いる教材や図書の準備，掲示物の充実，教材コーナーの整備などを教員で分担して進められるように道徳教育推進教師が呼び掛けをしたり，具体的な作業の場を設定したりする。○○○○ 学校間学校間学校間学校間連携連携連携連携近隣の中学校と連携し，例えば，互いに道徳科の授業参観をして学び合い，意見交換を行ったり，授業に参加したりすることも考えられる。これらの推進を道徳教育推進教師が行うことで，計画的な学び合いの場の設定や授業の質の高まりが期待できる。「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項２２２２ 指導体指導体指導体指導体制制制制の充実と道徳科：指導体の充実と道徳科：指導体の充実と道徳科：指導体の充実と道徳科：指導体制制制制の充実によるの充実によるの充実によるの充実による多多多多様な様な様な様な利利利利点や効果点や効果点や効果点や効果⑴ 学校としての道徳科の指導方針が具体化され指導の特色が明確になる学校としての道徳科の指導方針が具体化され指導の特色が明確になる学校としての道徳科の指導方針が具体化され指導の特色が明確になる学校としての道徳科の指導方針が具体化され指導の特色が明確になる毎時間の指導は，年間指導計画に基づいて計画的，発展的に行われるものであることを，全教師が考慮しながら進めることができる。⑵ 授業を担当する全教師が，児童の実態や授業の進め方などに問題意識をもつことができる授業を担当する全教師が，児童の実態や授業の進め方などに問題意識をもつことができる授業を担当する全教師が，児童の実態や授業の進め方などに問題意識をもつことができる授業を担当する全教師が，児童の実態や授業の進め方などに問題意識をもつことができる教師相互の学習指導過程や指導方法等の学び合いが促され，道徳科の特質の理解の深まりや授業の質の向上につながる。⑶ 全ての教職員が一人一人の児童に関心をもち，学校全体で道徳性を養おうとする意識をも全ての教職員が一人一人の児童に関心をもち，学校全体で道徳性を養おうとする意識をも全ての教職員が一人一人の児童に関心をもち，学校全体で道徳性を養おうとする意識をも全ての教職員が一人一人の児童に関心をもち，学校全体で道徳性を養おうとする意識をもつようになるつようになるつようになるつようになる道徳科の指導の充実が，学校全体で進める道徳教育を一層充実させる力となる。⑷ 道徳科の推進に関わる教材や協力を依頼する保護者，地域等の人材の情報が学校として組道徳科の推進に関わる教材や協力を依頼する保護者，地域等の人材の情報が学校として組道徳科の推進に関わる教材や協力を依頼する保護者，地域等の人材の情報が学校として組道徳科の推進に関わる教材や協力を依頼する保護者，地域等の人材の情報が学校として組織的に集約され，それらを活用してねらいに即した効果的な授業が一層計画的に実施織的に集約され，それらを活用してねらいに即した効果的な授業が一層計画的に実施織的に集約され，それらを活用してねらいに即した効果的な授業が一層計画的に実施織的に集約され，それらを活用してねらいに即した効果的な授業が一層計画的に実施されるされるされるされる各学校各学校各学校各学校ではではではでは，，，，自校の道徳科の実施状況自校の道徳科の実施状況自校の道徳科の実施状況自校の道徳科の実施状況や課題や課題や課題や課題を押さえた上で改善を図り，このような成果がを押さえた上で改善を図り，このような成果がを押さえた上で改善を図り，このような成果がを押さえた上で改善を図り，このような成果が広広広広くくくく生み出され生み出され生み出され生み出されるるるるようにようにようにように，校長の責任と方針の下で道徳教育推進教師を中心として見通しを，校長の責任と方針の下で道徳教育推進教師を中心として見通しを，校長の責任と方針の下で道徳教育推進教師を中心として見通しを，校長の責任と方針の下で道徳教育推進教師を中心として見通しをもっもっもっもったたたた授業授業授業授業の充実を図ることの充実を図ることの充実を図ることの充実を図ることが望まれるが望まれるが望まれるが望まれる。。。。 「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より
（１）（１）（１）（１）道徳道徳道徳道徳教育教育教育教育推進推進推進推進教師を中心とした指導体教師を中心とした指導体教師を中心とした指導体教師を中心とした指導体制制制制

第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項（２）（２）（２）（２）道徳科道徳科道徳科道徳科の特質を生かしたの特質を生かしたの特質を生かしたの特質を生かした計画計画計画計画的・発展的な指導的・発展的な指導的・発展的な指導的・発展的な指導１１１１ 計画的，発展的な指導計画的，発展的な指導計画的，発展的な指導計画的，発展的な指導道徳科道徳科道徳科道徳科の大きな特の大きな特の大きな特の大きな特徴徴徴徴は，教育活動全体で行う道徳教育との関は，教育活動全体で行う道徳教育との関は，教育活動全体で行う道徳教育との関は，教育活動全体で行う道徳教育との関連連連連を明を明を明を明確にして，児童の発確にして，児童の発確にして，児童の発確にして，児童の発達達達達の段階にの段階にの段階にの段階に即即即即しながら，道徳的諸価値にしながら，道徳的諸価値にしながら，道徳的諸価値にしながら，道徳的諸価値に含含含含まれたまれたまれたまれた内容内容内容内容を全体にわたって計画的，発展的に指導を全体にわたって計画的，発展的に指導を全体にわたって計画的，発展的に指導を全体にわたって計画的，発展的に指導するするするすることであることであることであることである。。。。そのためそのためそのためそのためには，学校が，には，学校が，には，学校が，には，学校が，地域地域地域地域や学校の実態や学校の実態や学校の実態や学校の実態及び及び及び及び児童の発児童の発児童の発児童の発達達達達の段階や特性等をの段階や特性等をの段階や特性等をの段階や特性等を考慮し，教師の考慮し，教師の考慮し，教師の考慮し，教師の創創創創意工夫を加えて，全ての意工夫を加えて，全ての意工夫を加えて，全ての意工夫を加えて，全ての内容内容内容内容を確実に指導することを確実に指導することを確実に指導することを確実に指導することができる見通しのある年間指導計画をができる見通しのある年間指導計画をができる見通しのある年間指導計画をができる見通しのある年間指導計画を作作作作成する必要がある。成する必要がある。成する必要がある。成する必要がある。
「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項（２）（２）（２）（２）道徳科道徳科道徳科道徳科の特質を生かしたの特質を生かしたの特質を生かしたの特質を生かした計画計画計画計画的・発展的な指導的・発展的な指導的・発展的な指導的・発展的な指導２２２２ 学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要としての学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要としての学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要としての学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要としての道徳科道徳科道徳科道徳科（（（（補充補充補充補充，，，，深深深深化化化化，，，，統統統統合合合合））））■ 補補補補充充充充児童は，学校の諸活動の中で多様な道徳的価値について感じたり考えたりするが，各教科等においてもその特質があるために，その全てについて考える機会があるとは限らない。道徳科は，このように学校の諸活動で考える機会を得られにくい道徳的価値などについて補う役割学校の諸活動で考える機会を得られにくい道徳的価値などについて補う役割学校の諸活動で考える機会を得られにくい道徳的価値などについて補う役割学校の諸活動で考える機会を得られにくい道徳的価値などについて補う役割がある。■ 深深深深化化化化児童は，各教科等で特質に応じて道徳性を養うための学習を行うが，各教科等の指導には各教科等特有のねらいがあることから，その中では道徳的価値の意味などについて必ずしもじっくりと考え，深めることができているとは限らない。道徳科は，このように道徳的価値の意味やそれと自道徳的価値の意味やそれと自道徳的価値の意味やそれと自道徳的価値の意味やそれと自己との関わりについて一層考えを深める役割己との関わりについて一層考えを深める役割己との関わりについて一層考えを深める役割己との関わりについて一層考えを深める役割を担っている。■ 統統統統合合合合各教科等での道徳教育の中で多様な体験をしていたとしても，それぞれがもつ道徳的価値の相互の関連や，自己との関わりでの全体的なつながりなどについて考えないまま過ごしてしまうことがある。道徳科は，道徳的価値に関わる諸事象を，捉え直したり発展させたりして，児童に新たな感道徳的価値に関わる諸事象を，捉え直したり発展させたりして，児童に新たな感道徳的価値に関わる諸事象を，捉え直したり発展させたりして，児童に新たな感道徳的価値に関わる諸事象を，捉え直したり発展させたりして，児童に新たな感じ方じ方じ方じ方や考え方や考え方や考え方や考え方を生み出すという統合としての役割を生み出すという統合としての役割を生み出すという統合としての役割を生み出すという統合としての役割もある。「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より
第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項（３）（３）（３）（３）児童児童児童児童がががが主主主主体的に道徳性を養うための指導体的に道徳性を養うための指導体的に道徳性を養うための指導体的に道徳性を養うための指導１１１１ 自らの成長を実感したり，これからの課題や目標を見付けたり自らの成長を実感したり，これからの課題や目標を見付けたり自らの成長を実感したり，これからの課題や目標を見付けたり自らの成長を実感したり，これからの課題や目標を見付けたりするするするする道徳科道徳科道徳科道徳科では教では教では教では教材材材材や児童の生活体験などを生かしながら，一や児童の生活体験などを生かしながら，一や児童の生活体験などを生かしながら，一や児童の生活体験などを生かしながら，一定定定定の道徳の道徳の道徳の道徳的価値に関わる物事を多面的・多角的に的価値に関わる物事を多面的・多角的に的価値に関わる物事を多面的・多角的に的価値に関わる物事を多面的・多角的に捉捉捉捉えることができるようにえることができるようにえることができるようにえることができるようにするするするすることがことがことがことが必要。必要。必要。必要。さらに，理解した道徳的価値から自分の生活を振り返り，さらに，理解した道徳的価値から自分の生活を振り返り，さらに，理解した道徳的価値から自分の生活を振り返り，さらに，理解した道徳的価値から自分の生活を振り返り，自らの成長を実感したり，これからの課題や目標を見付けたりすること自らの成長を実感したり，これからの課題や目標を見付けたりすること自らの成長を実感したり，これからの課題や目標を見付けたりすること自らの成長を実感したり，これからの課題や目標を見付けたりすることがががが望望望望まれるまれるまれるまれる。。。。そのそのそのそのため，道徳的価値や児童自身の生活経験を多様な観ため，道徳的価値や児童自身の生活経験を多様な観ため，道徳的価値や児童自身の生活経験を多様な観ため，道徳的価値や児童自身の生活経験を多様な観点点点点からからからから捉捉捉捉ええええ直直直直し，自らがし，自らがし，自らがし，自らが納得納得納得納得できる考えを導きできる考えを導きできる考えを導きできる考えを導き出出出出すすすす上上上上で効果的な教で効果的な教で効果的な教で効果的な教材材材材をををを選択選択選択選択したしたしたしたり，その教り，その教り，その教り，その教材材材材の特質を生かすとともに，一人一人が意の特質を生かすとともに，一人一人が意の特質を生かすとともに，一人一人が意の特質を生かすとともに，一人一人が意欲欲欲欲的で的で的で的で主主主主体的に体的に体的に体的に取取取取りりりり組組組組むことができるむことができるむことができるむことができる表表表表現活動や話合い活動を現活動や話合い活動を現活動や話合い活動を現活動や話合い活動を仕組んだ仕組んだ仕組んだ仕組んだり，学り，学り，学り，学んだんだんだんだ道道道道徳的価値に照らして，自らの生活や考えを見つめるための具体的な振徳的価値に照らして，自らの生活や考えを見つめるための具体的な振徳的価値に照らして，自らの生活や考えを見つめるための具体的な振徳的価値に照らして，自らの生活や考えを見つめるための具体的な振り返り活動を工夫したりすることがり返り活動を工夫したりすることがり返り活動を工夫したりすることがり返り活動を工夫したりすることが必要必要必要必要「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項（３）（３）（３）（３）児童児童児童児童がががが主主主主体的に道徳性を養うための指導体的に道徳性を養うための指導体的に道徳性を養うための指導体的に道徳性を養うための指導２２２２ 道徳科における児童の道徳科における児童の道徳科における児童の道徳科における児童の主主主主体的な体的な体的な体的な学習学習学習学習指導指導指導指導内容を児童が自分との関わりで捉え，切実感をもって学習することで真に習得内容を児童が自分との関わりで捉え，切実感をもって学習することで真に習得内容を児童が自分との関わりで捉え，切実感をもって学習することで真に習得内容を児童が自分との関わりで捉え，切実感をもって学習することで真に習得することにすることにすることにすることにつながる。つながる。つながる。つながる。そのためには，児童の主体的な学びが必要になる。学習指導そのためには，児童の主体的な学びが必要になる。学習指導そのためには，児童の主体的な学びが必要になる。学習指導そのためには，児童の主体的な学びが必要になる。学習指導においては，児童自らが主体的に学ぶための教師の創意工夫が求められるにおいては，児童自らが主体的に学ぶための教師の創意工夫が求められるにおいては，児童自らが主体的に学ぶための教師の創意工夫が求められるにおいては，児童自らが主体的に学ぶための教師の創意工夫が求められる。。。。道徳科道徳科道徳科道徳科の授業ではの授業ではの授業ではの授業では，多様，多様，多様，多様な価値観の，時に対立がある場合を含めて，人間としてよな価値観の，時に対立がある場合を含めて，人間としてよな価値観の，時に対立がある場合を含めて，人間としてよな価値観の，時に対立がある場合を含めて，人間としてよりよく生きるために道徳的価値に向き合い，いかに生きるべきかを自ら考え続ける姿りよく生きるために道徳的価値に向き合い，いかに生きるべきかを自ら考え続ける姿りよく生きるために道徳的価値に向き合い，いかに生きるべきかを自ら考え続ける姿りよく生きるために道徳的価値に向き合い，いかに生きるべきかを自ら考え続ける姿勢が求められるのである勢が求められるのである勢が求められるのである勢が求められるのである。。。。このこのこのこのようなことから，道徳的価値の理解を基に自己を見つめるなどの授業を行ったようなことから，道徳的価値の理解を基に自己を見つめるなどの授業を行ったようなことから，道徳的価値の理解を基に自己を見つめるなどの授業を行ったようなことから，道徳的価値の理解を基に自己を見つめるなどの授業を行った場合には，児童が道徳的価値を自分との関わりで捉え，自らの将来に進んで生かそ場合には，児童が道徳的価値を自分との関わりで捉え，自らの将来に進んで生かそ場合には，児童が道徳的価値を自分との関わりで捉え，自らの将来に進んで生かそ場合には，児童が道徳的価値を自分との関わりで捉え，自らの将来に進んで生かそうとする姿勢をもてるような主体的な学習にすることが求められる。うとする姿勢をもてるような主体的な学習にすることが求められる。うとする姿勢をもてるような主体的な学習にすることが求められる。うとする姿勢をもてるような主体的な学習にすることが求められる。その際，児童がその際，児童がその際，児童がその際，児童が道徳的価値について主体的に考えることができるよう問題解決的な学習や体験的な道徳的価値について主体的に考えることができるよう問題解決的な学習や体験的な道徳的価値について主体的に考えることができるよう問題解決的な学習や体験的な道徳的価値について主体的に考えることができるよう問題解決的な学習や体験的な学習を取り入れるなど，教材に応じて効果的な学習を設定することが必要である学習を取り入れるなど，教材に応じて効果的な学習を設定することが必要である学習を取り入れるなど，教材に応じて効果的な学習を設定することが必要である学習を取り入れるなど，教材に応じて効果的な学習を設定することが必要である。。。。「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より



第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項（４）（４）（４）（４）多様多様多様多様な考え方を生かすためのな考え方を生かすためのな考え方を生かすためのな考え方を生かすための言言言言語活動語活動語活動語活動１１１１ 道徳科における道徳科における道徳科における道徳科における言葉言葉言葉言葉道徳科道徳科道徳科道徳科は，教は，教は，教は，教材材材材や体や体や体や体験験験験などから考えたこと，感じたことをまとめ，発表し合ったり，などから考えたこと，感じたことをまとめ，発表し合ったり，などから考えたこと，感じたことをまとめ，発表し合ったり，などから考えたこと，感じたことをまとめ，発表し合ったり，話話話話合いなどにより合いなどにより合いなどにより合いなどにより異異異異なる考え方，感じ方になる考え方，感じ方になる考え方，感じ方になる考え方，感じ方に接接接接し，し，し，し，協同協同協同協同的に的に的に的に議論議論議論議論したりするしたりするしたりするしたりする。言語。言語。言語。言語活活活活動動動動を生を生を生を生かして学習を展かして学習を展かして学習を展かして学習を展開開開開することが，児童自身が考えをすることが，児童自身が考えをすることが，児童自身が考えをすることが，児童自身が考えを深深深深め，判断し，表め，判断し，表め，判断し，表め，判断し，表現現現現する力などを育する力などを育する力などを育する力などを育むむむむ上上上上でででで極極極極めてめてめてめて重重重重要である。要である。要である。要である。２２２２ 自分の考えを基に自分の考えを基に自分の考えを基に自分の考えを基に表表表表現する現する現する現する機機機機会の会の会の会の充充充充実実実実⑴ 児童の考えを深め，判断し，児童の考えを深め，判断し，児童の考えを深め，判断し，児童の考えを深め，判断し，表表表表現する力などを育む現する力などを育む現する力などを育む現する力などを育む児童児童児童児童の考えをの考えをの考えをの考えを深深深深め，判断し，表め，判断し，表め，判断し，表め，判断し，表現現現現する力などを育する力などを育する力などを育する力などを育むむむむためには，児童がためには，児童がためには，児童がためには，児童が多多多多様な考え方様な考え方様な考え方様な考え方や感じ方にや感じ方にや感じ方にや感じ方に接接接接することができるように，することができるように，することができるように，することができるように，何何何何について考えるのかを指導者が明確にについて考えるのかを指導者が明確にについて考えるのかを指導者が明確にについて考えるのかを指導者が明確に示す示す示す示すこここことがとがとがとが必要必要必要必要⑵ 自分の考えを基に自分の考えを基に自分の考えを基に自分の考えを基に書書書書いたり話し合ったりするいたり話し合ったりするいたり話し合ったりするいたり話し合ったりする自分自分自分自分とはとはとはとは異異異異なった考えになった考えになった考えになった考えに接接接接する中で自分の考え方や感じ方が明確になるなど，学習する中で自分の考え方や感じ方が明確になるなど，学習する中で自分の考え方や感じ方が明確になるなど，学習する中で自分の考え方や感じ方が明確になるなど，学習がががが深深深深まるということを，まるということを，まるということを，まるということを，日頃日頃日頃日頃のののの経験経験経験経験を通して実感させるようにを通して実感させるようにを通して実感させるようにを通して実感させるように努努努努めることが求められる。めることが求められる。めることが求められる。めることが求められる。またまたまたまた，，，，書書書書くことでそれまでくことでそれまでくことでそれまでくことでそれまで曖昧曖昧曖昧曖昧だった自分の考えがだった自分の考えがだった自分の考えがだった自分の考えが整整整整理されたり，理されたり，理されたり，理されたり，日頃日頃日頃日頃は意は意は意は意識識識識していなしていなしていなしていない体い体い体い体験験験験や自分自身の状況をや自分自身の状況をや自分自身の状況をや自分自身の状況を想起想起想起想起したりするしたりするしたりするしたりする。。。。「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項（４）（４）（４）（４）多様多様多様多様な考え方を生かすためのな考え方を生かすためのな考え方を生かすためのな考え方を生かすための言言言言語活動語活動語活動語活動３３３３ 道徳科に生かす道徳科に生かす道徳科に生かす道徳科に生かす言言言言語活動語活動語活動語活動⑴⑴⑴⑴ 児童が問題意児童が問題意児童が問題意児童が問題意識識識識をもをもをもをもちちちち，意，意，意，意欲欲欲欲的に考え，主体的に的に考え，主体的に的に考え，主体的に的に考え，主体的に話話話話し合うことができるよう，ねらし合うことができるよう，ねらし合うことができるよう，ねらし合うことができるよう，ねらい，児童の実態，教い，児童の実態，教い，児童の実態，教い，児童の実態，教材材材材や学習指導や学習指導や学習指導や学習指導過程過程過程過程などに応じて，発問，などに応じて，発問，などに応じて，発問，などに応じて，発問，話話話話合い，合い，合い，合い，書書書書く活く活く活く活動動動動，表，表，表，表現現現現活活活活動動動動などを工夫する。などを工夫する。などを工夫する。などを工夫する。⑵⑵⑵⑵ 教教教教材材材材や体や体や体や体験験験験などから感じたこと，考えたことをまとめ，発表し合ったり，などから感じたこと，考えたことをまとめ，発表し合ったり，などから感じたこと，考えたことをまとめ，発表し合ったり，などから感じたこと，考えたことをまとめ，発表し合ったり，話話話話合いなど合いなど合いなど合いなどによりによりによりにより異異異異なる考えになる考えになる考えになる考えに接接接接し，し，し，し，多多多多面的・面的・面的・面的・多角多角多角多角的に考え，的に考え，的に考え，的に考え，協同協同協同協同的に的に的に的に議論議論議論議論したりするなどの工夫したりするなどの工夫したりするなどの工夫したりするなどの工夫をする。をする。をする。をする。
「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より道徳的価値の理解の基に自己を見つめ，自己の生き方について道徳的価値の理解の基に自己を見つめ，自己の生き方について道徳的価値の理解の基に自己を見つめ，自己の生き方について道徳的価値の理解の基に自己を見つめ，自己の生き方についての考えを深める観の考えを深める観の考えを深める観の考えを深める観点点点点から，話し合う活動やから，話し合う活動やから，話し合う活動やから，話し合う活動や書書書書く活動など児童一人一く活動など児童一人一く活動など児童一人一く活動など児童一人一人の考え方や感じ方を人の考え方や感じ方を人の考え方や感じ方を人の考え方や感じ方を表表表表現する現する現する現する機機機機会を会を会を会を充充充充実することが大切である。実することが大切である。実することが大切である。実することが大切である。

第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項（５）（５）（５）（５）問題問題問題問題解解解解決決決決的な学習など多様な方法を的な学習など多様な方法を的な学習など多様な方法を的な学習など多様な方法を取取取取りりりり入入入入れた指導れた指導れた指導れた指導１１１１ 問題解問題解問題解問題解決決決決的な学習の工夫的な学習の工夫的な学習の工夫的な学習の工夫道徳科における問題：道徳科における問題：道徳科における問題：道徳科における問題：道徳的価値に道徳的価値に道徳的価値に道徳的価値に根差根差根差根差した問題，単なるした問題，単なるした問題，単なるした問題，単なる日常日常日常日常生活の生活の生活の生活の諸事象諸事象諸事象諸事象ではないではないではないではない。。。。道徳科における問題解道徳科における問題解道徳科における問題解道徳科における問題解決決決決的な的な的な的な学習学習学習学習ねらいねらいねらいねらいとする道徳的とする道徳的とする道徳的とする道徳的諸諸諸諸価値について自己を見つめ，価値について自己を見つめ，価値について自己を見つめ，価値について自己を見つめ，今後今後今後今後の生き方に生かしていくことの生き方に生かしていくことの生き方に生かしていくことの生き方に生かしていくことを見通しながら，実を見通しながら，実を見通しながら，実を見通しながら，実現現現現するための問題を見付け，どうしてそのような問題が生まれるのするための問題を見付け，どうしてそのような問題が生まれるのするための問題を見付け，どうしてそのような問題が生まれるのするための問題を見付け，どうしてそのような問題が生まれるのかをかをかをかを調調調調べたり，他者の考え方や感じ方を確かめたりとべたり，他者の考え方や感じ方を確かめたりとべたり，他者の考え方や感じ方を確かめたりとべたり，他者の考え方や感じ方を確かめたりと物事物事物事物事をををを多多多多面的・面的・面的・面的・多角多角多角多角的に考えなが的に考えなが的に考えなが的に考えながらららら課課課課題解題解題解題解決決決決にににに向向向向けてけてけてけて話話話話し合うこと。最終的には児童一人一人が道徳的し合うこと。最終的には児童一人一人が道徳的し合うこと。最終的には児童一人一人が道徳的し合うこと。最終的には児童一人一人が道徳的諸諸諸諸価値のよさを価値のよさを価値のよさを価値のよさを理解し，自分との関わりで道徳的価値を理解し，自分との関わりで道徳的価値を理解し，自分との関わりで道徳的価値を理解し，自分との関わりで道徳的価値を捉捉捉捉え，道徳的価値を自分なりに発展させていくえ，道徳的価値を自分なりに発展させていくえ，道徳的価値を自分なりに発展させていくえ，道徳的価値を自分なりに発展させていくことへのことへのことへのことへの思思思思いやいやいやいや課課課課題が題が題が題が培培培培われるようにすることわれるようにすることわれるようにすることわれるようにすること課課課課題題題題を児童が自分の体を児童が自分の体を児童が自分の体を児童が自分の体験験験験やそれに伴う考え方や感じ方を基に自分なりの考えをもやそれに伴う考え方や感じ方を基に自分なりの考えをもやそれに伴う考え方や感じ方を基に自分なりの考えをもやそれに伴う考え方や感じ方を基に自分なりの考えをもちちちち，，，，友友友友達との達との達との達との話話話話合いを通して道徳的価値のよさや合いを通して道徳的価値のよさや合いを通して道徳的価値のよさや合いを通して道徳的価値のよさや難難難難しさを確かめるような問題解しさを確かめるような問題解しさを確かめるような問題解しさを確かめるような問題解決決決決的な学的な学的な学的な学習が考えられる習が考えられる習が考えられる習が考えられる。。。。児童児童児童児童が問題意が問題意が問題意が問題意識識識識をもって学習にをもって学習にをもって学習にをもって学習に臨み臨み臨み臨み，ねらいとする道徳的価値を追求し，，ねらいとする道徳的価値を追求し，，ねらいとする道徳的価値を追求し，，ねらいとする道徳的価値を追求し，多多多多様な考え様な考え様な考え様な考え方や感じ方を基に学べるようにするためには，指導方方や感じ方を基に学べるようにするためには，指導方方や感じ方を基に学べるようにするためには，指導方方や感じ方を基に学べるようにするためには，指導方法法法法の工夫が大切の工夫が大切の工夫が大切の工夫が大切「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より
問題問題問題問題解解解解決決決決的な学習では，教的な学習では，教的な学習では，教的な学習では，教師師師師と児童，児童相互のと児童，児童相互のと児童，児童相互のと児童，児童相互の話話話話合いが十分に行われること合いが十分に行われること合いが十分に行われること合いが十分に行われることが大切であり，教が大切であり，教が大切であり，教が大切であり，教師師師師の発問のの発問のの発問のの発問の仕仕仕仕方の工夫などが方の工夫などが方の工夫などが方の工夫などが重重重重要である。さらに，要である。さらに，要である。さらに，要である。さらに，話話話話合いでは合いでは合いでは合いでは学習学習学習学習形形形形態を工夫することもでき，一態を工夫することもでき，一態を工夫することもでき，一態を工夫することもでき，一斉斉斉斉による学習だけでなく，による学習だけでなく，による学習だけでなく，による学習だけでなく，ペアペアペアペアやややや少少少少人人人人数グル数グル数グル数グルーーーーププププなどでの学習もなどでの学習もなどでの学習もなどでの学習も有有有有効効効効第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項問題解決的な学習など多様な方法を取り入れた指導問題解決的な学習など多様な方法を取り入れた指導問題解決的な学習など多様な方法を取り入れた指導問題解決的な学習など多様な方法を取り入れた指導道徳科道徳科道徳科道徳科で問題解で問題解で問題解で問題解決決決決的な学習を行う場合には，その的な学習を行う場合には，その的な学習を行う場合には，その的な学習を行う場合には，その課課課課題を自分との関わりで見つ題を自分との関わりで見つ題を自分との関わりで見つ題を自分との関わりで見つめたときに，自分にはどのようなよさがあるのか，どのような改善すべきことがあるめたときに，自分にはどのようなよさがあるのか，どのような改善すべきことがあるめたときに，自分にはどのようなよさがあるのか，どのような改善すべきことがあるめたときに，自分にはどのようなよさがあるのか，どのような改善すべきことがあるのかなど，考え，のかなど，考え，のかなど，考え，のかなど，考え，話話話話し合うことを通して，児童一人一人がし合うことを通して，児童一人一人がし合うことを通して，児童一人一人がし合うことを通して，児童一人一人が課課課課題に対する題に対する題に対する題に対する答答答答えを導きえを導きえを導きえを導き出すことが出すことが出すことが出すことが大切。大切。大切。大切。授業では自分の授業では自分の授業では自分の授業では自分の気持ち気持ち気持ち気持ちや考えを発表するだけでなく，じっくりとや考えを発表するだけでなく，じっくりとや考えを発表するだけでなく，じっくりとや考えを発表するだけでなく，じっくりと自己を見つめて自己を見つめて自己を見つめて自己を見つめて書書書書くことなどもくことなどもくことなどもくことなども有有有有効であり，指導方効であり，指導方効であり，指導方効であり，指導方法法法法の工夫は不可欠の工夫は不可欠の工夫は不可欠の工夫は不可欠話話話話し合うし合うし合うし合う場面を場面を場面を場面を設設設設定すること，定すること，定すること，定すること，ペアペアペアペアやややや少少少少人人人人数グル数グル数グル数グルーーーーププププなどでの学習を導などでの学習を導などでの学習を導などでの学習を導入入入入するこするこするこすることが目的化してしまうことがないよう，指導の意図にとが目的化してしまうことがないよう，指導の意図にとが目的化してしまうことがないよう，指導の意図にとが目的化してしまうことがないよう，指導の意図に即即即即して，取りして，取りして，取りして，取り入入入入れられる手れられる手れられる手れられる手法法法法が適切かが適切かが適切かが適切か否否否否かをしっかりかをしっかりかをしっかりかをしっかり吟吟吟吟味する必要がある味する必要がある味する必要がある味する必要がある「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項２２２２ 道徳的行為に関する体験的な学習等を道徳的行為に関する体験的な学習等を道徳的行為に関する体験的な学習等を道徳的行為に関する体験的な学習等を取取取取りりりり入入入入れる工夫れる工夫れる工夫れる工夫道徳的道徳的道徳的道徳的諸諸諸諸価値を理解したり，自分との関わりで価値を理解したり，自分との関わりで価値を理解したり，自分との関わりで価値を理解したり，自分との関わりで多多多多面的，面的，面的，面的，多角多角多角多角的に考えたりするため的に考えたりするため的に考えたりするため的に考えたりするためには，例えには，例えには，例えには，例えばばばば，実際に，実際に，実際に，実際に挨拶挨拶挨拶挨拶やややや丁寧丁寧丁寧丁寧な言葉な言葉な言葉な言葉遣遣遣遣いなどいなどいなどいなど具具具具体的な道徳的行為をして，体的な道徳的行為をして，体的な道徳的行為をして，体的な道徳的行為をして，礼儀礼儀礼儀礼儀のよさや作のよさや作のよさや作のよさや作法法法法のののの難難難難しさなどを考えたり，相手にしさなどを考えたり，相手にしさなどを考えたり，相手にしさなどを考えたり，相手に思思思思いやりのある言葉を掛けたり，手いやりのある言葉を掛けたり，手いやりのある言葉を掛けたり，手いやりのある言葉を掛けたり，手助助助助けをしてけをしてけをしてけをして親親親親切についての考えを切についての考えを切についての考えを切についての考えを深深深深めたりするような道徳的行為に関する体めたりするような道徳的行為に関する体めたりするような道徳的行為に関する体めたりするような道徳的行為に関する体験験験験的な学的な学的な学的な学習を取り習を取り習を取り習を取り入入入入れることが考えられるれることが考えられるれることが考えられるれることが考えられる。。。。読み物読み物読み物読み物教教教教材材材材等を活用した場合には，その教等を活用した場合には，その教等を活用した場合には，その教等を活用した場合には，その教材材材材にににに登登登登場する人場する人場する人場する人物物物物等の言等の言等の言等の言動動動動をををを即興即興即興即興的的的的にににに演技演技演技演技して考えるして考えるして考えるして考える役割演技役割演技役割演技役割演技などなどなどなど疑似疑似疑似疑似体体体体験験験験的な表的な表的な表的な表現現現現活活活活動動動動を取りを取りを取りを取り入入入入れた学習も考えられれた学習も考えられれた学習も考えられれた学習も考えられる。る。る。る。これらこれらこれらこれらの方の方の方の方法法法法の活用は，単に体の活用は，単に体の活用は，単に体の活用は，単に体験験験験的行為や活的行為や活的行為や活的行為や活動動動動そのものを目的として行うのではそのものを目的として行うのではそのものを目的として行うのではそのものを目的として行うのではなく，体なく，体なく，体なく，体験験験験的行為や活的行為や活的行為や活的行為や活動動動動を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについて考を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについて考を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについて考を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについて考えをえをえをえを深深深深めるようにすることがめるようにすることがめるようにすることがめるようにすることが重重重重要である。要である。要である。要である。「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より
問題解決的な学習など多様な方法を取り入れた指導問題解決的な学習など多様な方法を取り入れた指導問題解決的な学習など多様な方法を取り入れた指導問題解決的な学習など多様な方法を取り入れた指導 第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項３３３３ 特別活動等の多様な実特別活動等の多様な実特別活動等の多様な実特別活動等の多様な実践践践践活動等を生かす工夫活動等を生かす工夫活動等を生かす工夫活動等を生かす工夫例え例え例え例えばばばば，体，体，体，体験験験験活活活活動動動動の中で考えたことや感じたことを道徳科のの中で考えたことや感じたことを道徳科のの中で考えたことや感じたことを道徳科のの中で考えたことや感じたことを道徳科の話話話話合いに生かすこと合いに生かすこと合いに生かすこと合いに生かすことで，児童の関心を高め，道徳的実践を主体的に行う意で，児童の関心を高め，道徳的実践を主体的に行う意で，児童の関心を高め，道徳的実践を主体的に行う意で，児童の関心を高め，道徳的実践を主体的に行う意欲欲欲欲と態と態と態と態度度度度を育を育を育を育むむむむ方方方方法法法法などが考などが考などが考などが考えられる。特に特えられる。特に特えられる。特に特えられる。特に特別別別別活活活活動動動動で道徳的価値を意図した実践活で道徳的価値を意図した実践活で道徳的価値を意図した実践活で道徳的価値を意図した実践活動動動動や体や体や体や体験験験験活活活活動動動動がががが計画計画計画計画的に的に的に的に行われている場合は，そこでの体行われている場合は，そこでの体行われている場合は，そこでの体行われている場合は，そこでの体験験験験を基に道徳科で考えをを基に道徳科で考えをを基に道徳科で考えをを基に道徳科で考えを深深深深めることがめることがめることがめることが有有有有効である。効である。効である。効である。学校学校学校学校がががが計画計画計画計画的に実的に実的に実的に実施施施施する体する体する体する体験験験験活活活活動動動動は児童が共は児童が共は児童が共は児童が共有有有有することができ，学することができ，学することができ，学することができ，学級級級級のののの全全全全児童が児童が児童が児童が共通の関心などをもとに問題意共通の関心などをもとに問題意共通の関心などをもとに問題意共通の関心などをもとに問題意識識識識を高めて学習に取りを高めて学習に取りを高めて学習に取りを高めて学習に取り組む組む組む組むことが可能になるため，そことが可能になるため，そことが可能になるため，そことが可能になるため，それぞれの指導相互の効果を高めることがれぞれの指導相互の効果を高めることがれぞれの指導相互の効果を高めることがれぞれの指導相互の効果を高めることが期待期待期待期待できる。できる。できる。できる。「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

問題解決的な学習など多様な方法を取り入れた指導問題解決的な学習など多様な方法を取り入れた指導問題解決的な学習など多様な方法を取り入れた指導問題解決的な学習など多様な方法を取り入れた指導



第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項（６）（６）（６）（６）情情情情報報報報モラルモラルモラルモラルと現代的な課題に関する指導と現代的な課題に関する指導と現代的な課題に関する指導と現代的な課題に関する指導１１１１ 情情情情報モラル報モラル報モラル報モラルに関する指導に関する指導に関する指導に関する指導⑴⑴⑴⑴ 情情情情報モラル報モラル報モラル報モラルと道徳のと道徳のと道徳のと道徳の内容内容内容内容情情情情報モラル報モラル報モラル報モラル：情：情：情：情報報報報社会で社会で社会で社会で適正適正適正適正な活動を行うための基になる考え方と態な活動を行うための基になる考え方と態な活動を行うための基になる考え方と態な活動を行うための基になる考え方と態度度度度情情情情報モラル報モラル報モラル報モラルのののの内容内容内容内容：情：情：情：情報報報報社会の社会の社会の社会の倫倫倫倫理，法の理解と理，法の理解と理，法の理解と理，法の理解と遵守遵守遵守遵守，，，，安安安安全への全への全への全への知恵知恵知恵知恵，，，，情情情情報報報報セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ，，，，公共公共公共公共的な的な的な的なネットワークネットワークネットワークネットワーク道徳科道徳科道徳科道徳科では，特に，では，特に，では，特に，では，特に，情報情報情報情報社会の社会の社会の社会の倫倫倫倫理，理，理，理，法法法法の理解との理解との理解との理解と遵守遵守遵守遵守といった内容を中心に取り扱うといった内容を中心に取り扱うといった内容を中心に取り扱うといった内容を中心に取り扱うことが考えられる。ことが考えられる。ことが考えられる。ことが考えられる。＜＜＜＜指導指導指導指導例例例例＞＞＞＞親親親親切切切切やややや思思思思いやり，いやり，いやり，いやり，礼儀礼儀礼儀礼儀に関わる指導の際に，に関わる指導の際に，に関わる指導の際に，に関わる指導の際に，インタインタインタインターーーーネット上ネット上ネット上ネット上のののの書書書書き込き込き込き込みみみみのすれのすれのすれのすれ違違違違いいいいなどになどになどになどに触触触触れれれれる。る。る。る。規則規則規則規則のののの尊重尊重尊重尊重に関わる指導の際に，に関わる指導の際に，に関わる指導の際に，に関わる指導の際に，インタインタインタインターーーーネット上ネット上ネット上ネット上ののののルルルルーーーールルルルやややや著著著著作作作作権権権権などなどなどなど法法法法やきまりやきまりやきまりやきまりにににに触触触触れれれれる。る。る。る。情報情報情報情報機器機器機器機器をををを使使使使用する際には，用する際には，用する際には，用する際には，使使使使い方によっては相手をい方によっては相手をい方によっては相手をい方によっては相手を傷傷傷傷つけるなど，人間関係につけるなど，人間関係につけるなど，人間関係につけるなど，人間関係に負負負負のののの影響影響影響影響を及を及を及を及ぼぼぼぼすこともあることなどについても，指導すこともあることなどについても，指導すこともあることなどについても，指導すこともあることなどについても，指導上上上上の配慮をの配慮をの配慮をの配慮を行う行う行う行うことがことがことがことが必要必要必要必要「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項（６）（６）（６）（６）情情情情報報報報モラルモラルモラルモラルと現代的な課題に関する指導と現代的な課題に関する指導と現代的な課題に関する指導と現代的な課題に関する指導⑵⑵⑵⑵ 情情情情報モラル報モラル報モラル報モラルへの配慮と道徳科への配慮と道徳科への配慮と道徳科への配慮と道徳科道徳的道徳的道徳的道徳的価値に関わる学習を行う特質を踏まえた上で，例えば，相手の顔が見え価値に関わる学習を行う特質を踏まえた上で，例えば，相手の顔が見え価値に関わる学習を行う特質を踏まえた上で，例えば，相手の顔が見え価値に関わる学習を行う特質を踏まえた上で，例えば，相手の顔が見えないメールと顔を合わせての会話との違いを理解し，メールなどが相手に与えるないメールと顔を合わせての会話との違いを理解し，メールなどが相手に与えるないメールと顔を合わせての会話との違いを理解し，メールなどが相手に与えるないメールと顔を合わせての会話との違いを理解し，メールなどが相手に与える影響について考えるなど，インターネット等に起因する心のすれ違いなどを題材と影響について考えるなど，インターネット等に起因する心のすれ違いなどを題材と影響について考えるなど，インターネット等に起因する心のすれ違いなどを題材と影響について考えるなど，インターネット等に起因する心のすれ違いなどを題材とした親切や思いやり，礼儀に関わるした親切や思いやり，礼儀に関わるした親切や思いやり，礼儀に関わるした親切や思いやり，礼儀に関わる指導指導指導指導，，，，インターネット上インターネット上インターネット上インターネット上の法やきまりを守れずの法やきまりを守れずの法やきまりを守れずの法やきまりを守れずに引き起こされた出来事などを題材として規則の尊重に関わる授業を進めることに引き起こされた出来事などを題材として規則の尊重に関わる授業を進めることに引き起こされた出来事などを題材として規則の尊重に関わる授業を進めることに引き起こされた出来事などを題材として規則の尊重に関わる授業を進めることも考えられるも考えられるも考えられるも考えられる。道徳科。道徳科。道徳科。道徳科では，情報機器の使い方やインターネットの操作，危機回では，情報機器の使い方やインターネットの操作，危機回では，情報機器の使い方やインターネットの操作，危機回では，情報機器の使い方やインターネットの操作，危機回避の方法やその際の行動の具体的な練習を行うことにその主眼を置くのではな避の方法やその際の行動の具体的な練習を行うことにその主眼を置くのではな避の方法やその際の行動の具体的な練習を行うことにその主眼を置くのではな避の方法やその際の行動の具体的な練習を行うことにその主眼を置くのではないことに留意する必要がある。いことに留意する必要がある。いことに留意する必要がある。いことに留意する必要がある。 「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より
１１１１ 情情情情報モラル報モラル報モラル報モラルに関する指導に関する指導に関する指導に関する指導

第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項２２２２ 現代的な課題の現代的な課題の現代的な課題の現代的な課題の扱扱扱扱いいいい道徳的道徳的道徳的道徳的諸価値は，現代社会の様々な課題に直接関わっている。これらの課題を扱う際は，問題諸価値は，現代社会の様々な課題に直接関わっている。これらの課題を扱う際は，問題諸価値は，現代社会の様々な課題に直接関わっている。これらの課題を扱う際は，問題諸価値は，現代社会の様々な課題に直接関わっている。これらの課題を扱う際は，問題解決的な学習や話合いを深める学習などの指導方法を工夫し，課題を自分との関係で捉え，その解決的な学習や話合いを深める学習などの指導方法を工夫し，課題を自分との関係で捉え，その解決的な学習や話合いを深める学習などの指導方法を工夫し，課題を自分との関係で捉え，その解決的な学習や話合いを深める学習などの指導方法を工夫し，課題を自分との関係で捉え，その解決に向けて考え続けようとする意欲や態度を育てるようにする。解決に向けて考え続けようとする意欲や態度を育てるようにする。解決に向けて考え続けようとする意欲や態度を育てるようにする。解決に向けて考え続けようとする意欲や態度を育てるようにする。例えば例えば例えば例えば，，，，食育食育食育食育，健康教育，消費，健康教育，消費，健康教育，消費，健康教育，消費者教育，防災教育，福祉に関する教育，法教育，社会参画に関する教育，伝統文化教育，国際理者教育，防災教育，福祉に関する教育，法教育，社会参画に関する教育，伝統文化教育，国際理者教育，防災教育，福祉に関する教育，法教育，社会参画に関する教育，伝統文化教育，国際理者教育，防災教育，福祉に関する教育，法教育，社会参画に関する教育，伝統文化教育，国際理解教育，キャリア教育などが取り組まれている解教育，キャリア教育などが取り組まれている解教育，キャリア教育などが取り組まれている解教育，キャリア教育などが取り組まれている＜＜＜＜持続持続持続持続可能な可能な可能な可能な発展発展発展発展＞＞＞＞環境，貧困，人権，平和，開発など様々な問題があり，生命や人権，自然環境保全，公正・公平，社会正義，国際親善など様々な道徳的価値に関わる葛藤がある。このように現代的な課題には，葛藤や対立のある事象なども多く，特に「規則の尊重」，「公正，公平，社会正義」，「国際理解，国際親善」，「生命の尊さ」，「自然愛護」などは現代的な課題と関連の深い内容であり，発達の段階に応じてこれらの課題を取り上げることが求められる。その際，これらの諸課題には多様な見方や考え方があり，一面的な理解では解決できないことに気付かせ，多様な価値観の人々と協働して問題を解決していこうとする意欲を育むよう留意することが求められる。そのためには，例えば，複数の内容項目を関連付けて扱う指導によって，児童の多様な考え方を引き出せるように工夫することが考えられる。現代的な課題の学習では，多様な見方や考え方があることを理解させ，答えが定まっていない問題を多面多様な見方や考え方があることを理解させ，答えが定まっていない問題を多面多様な見方や考え方があることを理解させ，答えが定まっていない問題を多面多様な見方や考え方があることを理解させ，答えが定まっていない問題を多面的・多角的視点から考え続ける姿勢を育てることが大切的・多角的視点から考え続ける姿勢を育てることが大切的・多角的視点から考え続ける姿勢を育てることが大切的・多角的視点から考え続ける姿勢を育てることが大切である。安易に結論を出させたり，特定の見方や考え安易に結論を出させたり，特定の見方や考え安易に結論を出させたり，特定の見方や考え安易に結論を出させたり，特定の見方や考え方に偏って指導を行ったりすることのないよう留意方に偏って指導を行ったりすることのないよう留意方に偏って指導を行ったりすることのないよう留意方に偏って指導を行ったりすることのないよう留意し，児童が自分と異なる考えや立場についても理解を深められるよう配慮しなければならない。 「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より
（６）（６）（６）（６）情情情情報報報報モラルモラルモラルモラルと現代的な課題に関する指導と現代的な課題に関する指導と現代的な課題に関する指導と現代的な課題に関する指導 第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項（（（（７７７７））））家庭家庭家庭家庭やややや地域地域地域地域社会との社会との社会との社会との連携連携連携連携による指導による指導による指導による指導１１１１ 道徳科の授業を道徳科の授業を道徳科の授業を道徳科の授業を公開公開公開公開するするするする授業授業授業授業公開公開公開公開は，学校の道徳教育への理解とは，学校の道徳教育への理解とは，学校の道徳教育への理解とは，学校の道徳教育への理解と協協協協力を力を力を力を家庭家庭家庭家庭やややや地域地域地域地域からからからから得得得得るためにもるためにもるためにもるためにも極極極極めてめてめてめて大切。大切。大切。大切。実実実実施施施施方方方方法法法法としては，通としては，通としては，通としては，通常常常常の授業の授業の授業の授業参参参参観の観の観の観の形形形形で行う方で行う方で行う方で行う方法法法法，，，，保護保護保護保護者会等の者会等の者会等の者会等の機機機機会に合わ会に合わ会に合わ会に合わせて行う方せて行う方せて行う方せて行う方法法法法，授業を，授業を，授業を，授業を参参参参観した観した観した観した後後後後にににに講演講演講演講演会や会や会や会や協議協議協議協議会を会を会を会を開催開催開催開催する方する方する方する方法法法法などが考えられるなどが考えられるなどが考えられるなどが考えられる。。。。またまたまたまた，，，，保護保護保護保護者が授業を者が授業を者が授業を者が授業を受受受受けるけるけるける形形形形でででで参加参加参加参加したり，児童と対したり，児童と対したり，児童と対したり，児童と対話話話話したり，したり，したり，したり，グルグルグルグルーーーーププププでのでのでのでの話話話話合い合い合い合いにににに加加加加わり意見わり意見わり意見わり意見交換交換交換交換をしたりするようなをしたりするようなをしたりするようなをしたりするような形式形式形式形式の工夫は，共通理解を一層の工夫は，共通理解を一層の工夫は，共通理解を一層の工夫は，共通理解を一層深深深深めることがめることがめることがめることが期待期待期待期待できる。授業できる。授業できる。授業できる。授業公開公開公開公開を学校のを学校のを学校のを学校の年年年年間間間間計画計画計画計画にににに位置位置位置位置付け，付け，付け，付け，保護保護保護保護者だけでなく，者だけでなく，者だけでなく，者だけでなく，地域地域地域地域の人々にもの人々にもの人々にもの人々にも呼呼呼呼びかけて，びかけて，びかけて，びかけて，多多多多くのくのくのくの参参参参観を観を観を観を得得得得られるような工夫をし，られるような工夫をし，られるような工夫をし，られるような工夫をし，積極積極積極積極的に授業を的に授業を的に授業を的に授業を公開公開公開公開することがすることがすることがすることが望望望望まれまれまれまれる。る。る。る。 「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より
第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 指導の配慮事項（（（（７７７７））））家庭家庭家庭家庭やややや地域地域地域地域社会との社会との社会との社会との連携連携連携連携による指導による指導による指導による指導２２２２ 道徳科の道徳科の道徳科の道徳科の授業授業授業授業へのへのへのへの積極積極積極積極的な的な的な的な参参参参加や加や加や加や協協協協力を力を力を力を得得得得るるるる工夫工夫工夫工夫⑴⑴⑴⑴ 授業の実授業の実授業の実授業の実施施施施へのへのへのへの保護保護保護保護者の者の者の者の協協協協力を力を力を力を得得得得るるるるアンケアンケアンケアンケーーーートトトトや児童への手や児童への手や児童への手や児童への手紙紙紙紙等の等の等の等の協協協協力を力を力を力を得得得得たり，たり，たり，たり，事後事後事後事後の指導に関しての指導に関しての指導に関しての指導に関して依頼依頼依頼依頼したりするしたりするしたりするしたりするなどの方などの方などの方などの方法法法法も考えられるも考えられるも考えられるも考えられる。。。。⑵⑵⑵⑵ 授業の実授業の実授業の実授業の実施施施施へのへのへのへの地域地域地域地域の人々や団体等の人々や団体等の人々や団体等の人々や団体等外部外部外部外部人人人人材材材材のののの協協協協力を力を力を力を得得得得るるるる例え例え例え例えばばばば特特特特技技技技やややや専門専門専門専門知知知知識識識識を生かしたを生かしたを生かしたを生かした話話話話題や児童への題や児童への題や児童への題や児童へのメッセメッセメッセメッセーーーージジジジを語るを語るを語るを語る講師講師講師講師としてとしてとしてとして協協協協力を力を力を力を得得得得る方る方る方る方法法法法があるがあるがあるがある。。。。⑶⑶⑶⑶ 地域地域地域地域教教教教材材材材のののの開開開開発や活用への発や活用への発や活用への発や活用への協協協協力を力を力を力を得得得得るるるる地域地域地域地域のののの先先先先人，人，人，人，地域地域地域地域にににに根根根根付く付く付く付く伝統伝統伝統伝統と文化，行と文化，行と文化，行と文化，行事事事事，，，，民話民話民話民話やややや伝説伝説伝説伝説，，，，歴史歴史歴史歴史，，，，産産産産業，自然や業，自然や業，自然や業，自然や風風風風土土土土などを題などを題などを題などを題材材材材としたとしたとしたとした地域地域地域地域教教教教材材材材などをなどをなどをなどを開開開開発する場合に，発する場合に，発する場合に，発する場合に，地域地域地域地域でそれらに関することにでそれらに関することにでそれらに関することにでそれらに関することに従事従事従事従事する人や造する人や造する人や造する人や造詣詣詣詣がががが深深深深い人などにい人などにい人などにい人などに協協協協力を力を力を力を得得得得ることが考えられるることが考えられるることが考えられるることが考えられる。。。。「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

⑥⑥⑥⑥ 検定教科書を導入する検定教科書を導入する検定教科書を導入する検定教科書を導入する
答申答申
○○○○ 道徳教育の道徳教育の道徳教育の道徳教育の充充充充実を実を実を実を図図図図るためには，るためには，るためには，るためには，充充充充実した教実した教実した教実した教材材材材がががが不可欠不可欠不可欠不可欠ででででああああり，「特別り，「特別り，「特別り，「特別の教科の教科の教科の教科 道徳」（道徳」（道徳」（道徳」（仮仮仮仮称）の特性を称）の特性を称）の特性を称）の特性を踏踏踏踏まえ，まえ，まえ，まえ，教教教教材材材材ととととしてしてしてして具具具具備備備備すべき要すべき要すべき要すべき要件件件件に留意しつつ，に留意しつつ，に留意しつつ，に留意しつつ，民民民民間発行間発行間発行間発行者者者者のののの創創創創意意意意工夫を工夫を工夫を工夫を生かすとと生かすとと生かすとと生かすととももももに，に，に，に，バランスバランスバランスバランスのとれたのとれたのとれたのとれた多様な多様な多様な多様な教科教科教科教科書書書書をををを認認認認めるという基本的なめるという基本的なめるという基本的なめるという基本的な観観観観点点点点にににに立立立立ちちちち，，，，中心と中心と中心と中心となる教なる教なる教なる教材材材材として，として，として，として，検定検定検定検定教科教科教科教科書書書書を導を導を導を導入入入入することがすることがすることがすることが適当適当適当適当である。である。である。である。○○○○ 「「「「特別の教科特別の教科特別の教科特別の教科 道徳」（道徳」（道徳」（道徳」（仮仮仮仮称）の教科称）の教科称）の教科称）の教科書書書書のののの著作著作著作著作・・・・編編編編集集集集やややや検定検定検定検定のののの実実実実施施施施をををを念頭念頭念頭念頭に，学習指導要領のに，学習指導要領のに，学習指導要領のに，学習指導要領の記述記述記述記述をこれをこれをこれをこれまでよりも具体的にまでよりも具体的にまでよりも具体的にまでよりも具体的に示す示す示す示すなどのなどのなどのなどの配慮を配慮を配慮を配慮を行うこと。行うこと。行うこと。行うこと。○○○○ 道徳教育の特性に道徳教育の特性に道徳教育の特性に道徳教育の特性に鑑鑑鑑鑑み，教科み，教科み，教科み，教科書だ書だ書だ書だけけけけでなく，多様な教でなく，多様な教でなく，多様な教でなく，多様な教材材材材がががが活活活活用用用用されるされるされるされることことことことが重要が重要が重要が重要であり，国やであり，国やであり，国やであり，国や地地地地方方方方公共公共公共公共団体は，教団体は，教団体は，教団体は，教材材材材のののの充充充充実実実実ののののたたたためのめのめのめの支援支援支援支援にににに努努努努める必要があること。める必要があること。める必要があること。める必要があること。



第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ４ 道徳科の教材に求められる内容の観点１１１１ 道徳科に生かす多様な教道徳科に生かす多様な教道徳科に生かす多様な教道徳科に生かす多様な教材材材材のののの開開開開発発発発児童が問題意児童が問題意児童が問題意児童が問題意識識識識をもってをもってをもってをもって多多多多面的・面的・面的・面的・多角多角多角多角的に考えたり，感的に考えたり，感的に考えたり，感的に考えたり，感動動動動をををを覚覚覚覚えたりするような充実しえたりするような充実しえたりするような充実しえたりするような充実した教た教た教た教材材材材のののの開開開開発や活用が求められる。発や活用が求められる。発や活用が求められる。発や活用が求められる。■ 生命の尊厳：生命ある全てのものをかけがえのないものとして尊重し，大切にすることであり，児童が発達の段階に応じて生命の尊厳について考えられるような教材が求められる。■ 自 然 ：自然の美しさや偉大さ，不思議さなど，感性に訴えるものであることが期待される，■ 伝統と文化：有形無形の美しさに国や郷土への誇り，愛情を感じさせるものであることが期待される。■ 先人の伝記：多様な生き方が織り込まれ，生きる勇気や知恵などが感じられるとともに，人間としての弱さを吐露する姿などにも接し，生きることの魅力や意味の深さについて考えを深めることが期待できる。■ スポーツ ：例えば，オリンピックやパラリンピックなど，世界を舞台に活躍している競技者やそれを支える人々の公正な態度や礼儀，連帯精神，チャレンジ精神や力強い生き方，苦悩などに触れて道徳的価値の理解やそれに基づいた自己を見つめる学習を深めることが期待できる。■ 現代的課題：我が国が抱える課題として，発達の段階に応じて取り上げることが考えられる。「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ４ 道徳科の教材に求められる内容の観点２２２２ 多様な教多様な教多様な教多様な教材材材材を活を活を活を活用用用用したしたしたした創創創創意工夫ある指導意工夫ある指導意工夫ある指導意工夫ある指導〇〇〇〇 道徳科道徳科道徳科道徳科は，主たる教材として教科用図書を使用しなければは，主たる教材として教科用図書を使用しなければは，主たる教材として教科用図書を使用しなければは，主たる教材として教科用図書を使用しなければならないならないならないならない。。。。〇〇〇〇 道徳道徳道徳道徳教育の特性から，各地域に根ざした地域教材など，多様な教材を教育の特性から，各地域に根ざした地域教材など，多様な教材を教育の特性から，各地域に根ざした地域教材など，多様な教材を教育の特性から，各地域に根ざした地域教材など，多様な教材を併せて活用することが重要となる併せて活用することが重要となる併せて活用することが重要となる併せて活用することが重要となる。。。。・・・・ 様々様々様々様々な題材で郷土の特色が生かせる教材は，児童にとって特に身近なもな題材で郷土の特色が生かせる教材は，児童にとって特に身近なもな題材で郷土の特色が生かせる教材は，児童にとって特に身近なもな題材で郷土の特色が生かせる教材は，児童にとって特に身近なものに感じられ，教材に親しみながら，ねらいとする道徳的価値について考のに感じられ，教材に親しみながら，ねらいとする道徳的価値について考のに感じられ，教材に親しみながら，ねらいとする道徳的価値について考のに感じられ，教材に親しみながら，ねらいとする道徳的価値について考えを深めることができるので，地域教材の開発や活用にも努めることが望えを深めることができるので，地域教材の開発や活用にも努めることが望えを深めることができるので，地域教材の開発や活用にも努めることが望えを深めることができるので，地域教材の開発や活用にも努めることが望ましい。ましい。ましい。ましい。・・・・ ほかほかほかほかにも，例えば，古典，随想，民話，詩歌などの読み物，映像ソフト，映にも，例えば，古典，随想，民話，詩歌などの読み物，映像ソフト，映にも，例えば，古典，随想，民話，詩歌などの読み物，映像ソフト，映にも，例えば，古典，随想，民話，詩歌などの読み物，映像ソフト，映像メディアなどの情報通信ネットワークを利用した教材，実話，写真，劇，像メディアなどの情報通信ネットワークを利用した教材，実話，写真，劇，像メディアなどの情報通信ネットワークを利用した教材，実話，写真，劇，像メディアなどの情報通信ネットワークを利用した教材，実話，写真，劇，漫画，紙芝居などの多彩な形式の教材など，多様なものが考えられる。漫画，紙芝居などの多彩な形式の教材など，多様なものが考えられる。漫画，紙芝居などの多彩な形式の教材など，多様なものが考えられる。漫画，紙芝居などの多彩な形式の教材など，多様なものが考えられる。「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より
第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ４ 道徳科の教材に求められる内容の観点【【【【道徳科に道徳科に道徳科に道徳科に用用用用いられる教いられる教いられる教いられる教材材材材の具の具の具の具備備備備する要する要する要する要件件件件】】】】１１１１ 児童の発達の段階に児童の発達の段階に児童の発達の段階に児童の発達の段階に即即即即し，ねらいを達成するのにし，ねらいを達成するのにし，ねらいを達成するのにし，ねらいを達成するのにふふふふさわしいものであることさわしいものであることさわしいものであることさわしいものであること２２２２ 人間人間人間人間尊重尊重尊重尊重のののの精神精神精神精神にかなうもので，にかなうもので，にかなうもので，にかなうもので，悩み悩み悩み悩みやややや葛藤葛藤葛藤葛藤等の心の等の心の等の心の等の心の揺揺揺揺れ，人間関係の理解等れ，人間関係の理解等れ，人間関係の理解等れ，人間関係の理解等のののの課課課課題も題も題も題も含含含含め，児童がめ，児童がめ，児童がめ，児童が深深深深く考えることができ，人間としてよりよく生きるく考えることができ，人間としてよりよく生きるく考えることができ，人間としてよりよく生きるく考えることができ，人間としてよりよく生きる喜喜喜喜びやびやびやびや勇気勇気勇気勇気をををを与与与与えられるものであることえられるものであることえられるものであることえられるものであること⑴⑴⑴⑴ 人間人間人間人間尊重尊重尊重尊重のののの精神精神精神精神にかなうものにかなうものにかなうものにかなうもの⑵⑵⑵⑵ 悩み悩み悩み悩みやややや葛藤葛藤葛藤葛藤等の心の等の心の等の心の等の心の揺揺揺揺れ，人間関係の理解等のれ，人間関係の理解等のれ，人間関係の理解等のれ，人間関係の理解等の課課課課題も題も題も題も含含含含め，児童がめ，児童がめ，児童がめ，児童が深深深深く考えるく考えるく考えるく考えることができるものことができるものことができるものことができるもの⑶⑶⑶⑶ 人間としてよりよく生きる人間としてよりよく生きる人間としてよりよく生きる人間としてよりよく生きる喜喜喜喜びやびやびやびや勇気勇気勇気勇気をををを与与与与えられるものえられるものえられるものえられるもの３３３３ 多多多多様な見方や考え方のできる様な見方や考え方のできる様な見方や考え方のできる様な見方や考え方のできる事柄事柄事柄事柄を取り扱う場合には，特定の見方や考え方にを取り扱う場合には，特定の見方や考え方にを取り扱う場合には，特定の見方や考え方にを取り扱う場合には，特定の見方や考え方に偏偏偏偏った取扱いがなされていないものであること。った取扱いがなされていないものであること。った取扱いがなされていないものであること。った取扱いがなされていないものであること。「学校における「学校における「学校における「学校における補助補助補助補助教教教教材材材材の適の適の適の適正正正正な取扱いについて」（な取扱いについて」（な取扱いについて」（な取扱いについて」（平平平平成成成成27272727年３月４日初年３月４日初年３月４日初年３月４日初等中等教育等中等教育等中等教育等中等教育局長局長局長局長通知）など，関係する通知）など，関係する通知）など，関係する通知）など，関係する法規法規法規法規等の等の等の等の趣旨趣旨趣旨趣旨を十分に理解したを十分に理解したを十分に理解したを十分に理解した上上上上で，適切にで，適切にで，適切にで，適切に使使使使用すること用すること用すること用することがががが重重重重要要要要 「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

⑦⑦⑦⑦ 一人一人のよさを伸ばし，成長を促すための評価一人一人のよさを伸ばし，成長を促すための評価一人一人のよさを伸ばし，成長を促すための評価一人一人のよさを伸ばし，成長を促すための評価
答申答申
○児童生徒○児童生徒○児童生徒○児童生徒の道徳性の評価については，の道徳性の評価については，の道徳性の評価については，の道徳性の評価については，多面的多面的多面的多面的，継続的に把，継続的に把，継続的に把，継続的に把握し，総合的に握し，総合的に握し，総合的に握し，総合的に評価していく必要があること。ただし評価していく必要があること。ただし評価していく必要があること。ただし評価していく必要があること。ただし，「特別の教，「特別の教，「特別の教，「特別の教科科科科 道徳」（仮称）について道徳」（仮称）について道徳」（仮称）について道徳」（仮称）について，，，，数値数値数値数値などによるなどによるなどによるなどによる評価を行うことは不評価を行うことは不評価を行うことは不評価を行うことは不適切であること適切であること適切であること適切であること。。。。○指導○指導○指導○指導要録要録要録要録について，「について，「について，「について，「特別の教科特別の教科特別の教科特別の教科 道徳」（仮称道徳」（仮称道徳」（仮称道徳」（仮称）に関して，）に関して，）に関して，）に関して，その目標に照らして学習状況や成長の様子などを文章で記述その目標に照らして学習状況や成長の様子などを文章で記述その目標に照らして学習状況や成長の様子などを文章で記述その目標に照らして学習状況や成長の様子などを文章で記述するするするするための専用ための専用ための専用ための専用のののの記録欄を記録欄を記録欄を記録欄を設ける設ける設ける設けることなどの改善を図る必要がことなどの改善を図る必要がことなどの改善を図る必要がことなどの改善を図る必要があること。また，学校の教育活動全体を通じて行う道徳あること。また，学校の教育活動全体を通じて行う道徳あること。また，学校の教育活動全体を通じて行う道徳あること。また，学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の教育の教育の教育の成果として成果として成果として成果として行動に行動に行動に行動に表れたもの表れたもの表れたもの表れたものを評価することについては，現行を評価することについては，現行を評価することについては，現行を評価することについては，現行の指導要録の「行動のの指導要録の「行動のの指導要録の「行動のの指導要録の「行動の記録」を改善し活用すること記録」を改善し活用すること記録」を改善し活用すること記録」を改善し活用することなども考えらなども考えらなども考えらなども考えられること。れること。れること。れること。

第５章 道徳科の評価 １ 道徳科における評価の意義１１１１道徳教育における道徳教育における道徳教育における道徳教育における評評評評価の意義価の意義価の意義価の意義道徳道徳道徳道徳教育における教育における教育における教育における評評評評価は，価は，価は，価は，常常常常に指導に生かされ，に指導に生かされ，に指導に生かされ，に指導に生かされ，結結結結果的に児童の成果的に児童の成果的に児童の成果的に児童の成長長長長につながるにつながるにつながるにつながるものでなくてはならないものでなくてはならないものでなくてはならないものでなくてはならない。。。。「第１章総則」の「第４指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項」の２の(11)児童児童児童児童のよい点やのよい点やのよい点やのよい点や進歩進歩進歩進歩の状況などをの状況などをの状況などをの状況などを積極積極積極積極的に的に的に的に評評評評価するとともに，指導の価するとともに，指導の価するとともに，指導の価するとともに，指導の過程過程過程過程や成果をや成果をや成果をや成果を評評評評価し，指導の改善を行い学習意価し，指導の改善を行い学習意価し，指導の改善を行い学習意価し，指導の改善を行い学習意欲欲欲欲のののの向上向上向上向上に生かすようにすることに生かすようにすることに生かすようにすることに生かすようにすること他者他者他者他者との比較ではなく児童一人一人のもつよい点や可能性などの多様な側面，進歩の様子なとの比較ではなく児童一人一人のもつよい点や可能性などの多様な側面，進歩の様子なとの比較ではなく児童一人一人のもつよい点や可能性などの多様な側面，進歩の様子なとの比較ではなく児童一人一人のもつよい点や可能性などの多様な側面，進歩の様子などを把握し，学年や学期にわたる児童の成長という視点を大切にすることが重要どを把握し，学年や学期にわたる児童の成長という視点を大切にすることが重要どを把握し，学年や学期にわたる児童の成長という視点を大切にすることが重要どを把握し，学年や学期にわたる児童の成長という視点を大切にすることが重要学校学校学校学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育における評価については，教師が児童の人間的の教育活動全体を通じて行う道徳教育における評価については，教師が児童の人間的の教育活動全体を通じて行う道徳教育における評価については，教師が児童の人間的の教育活動全体を通じて行う道徳教育における評価については，教師が児童の人間的な成長を見守り，児童自身が自己のよりよい生き方を求めていく努力を評価し，それを勇気付な成長を見守り，児童自身が自己のよりよい生き方を求めていく努力を評価し，それを勇気付な成長を見守り，児童自身が自己のよりよい生き方を求めていく努力を評価し，それを勇気付な成長を見守り，児童自身が自己のよりよい生き方を求めていく努力を評価し，それを勇気付けるけるけるける働働働働きをもつようにすることが求められるきをもつようにすることが求められるきをもつようにすることが求められるきをもつようにすることが求められる。。。。それそれそれそれは，は，は，は，客観客観客観客観的な理解の的な理解の的な理解の的な理解の対対対対象とされるものではなく，教師と児童の象とされるものではなく，教師と児童の象とされるものではなく，教師と児童の象とされるものではなく，教師と児童の温か温か温か温かな人な人な人な人格格格格的な的な的な的な触触触触れ合いれ合いれ合いれ合いにににに基づ基づ基づ基づいて，いて，いて，いて，共共共共感的に理解される感的に理解される感的に理解される感的に理解されるべべべべきものきものきものきもの２２２２道徳科における道徳科における道徳科における道徳科における評評評評価の意義価の意義価の意義価の意義児童児童児童児童の学習状況や道徳性に係る成の学習状況や道徳性に係る成の学習状況や道徳性に係る成の学習状況や道徳性に係る成長長長長の様の様の様の様子子子子をををを継続継続継続継続的に的に的に的に把握把握把握把握し，指導に生かすようし，指導に生かすようし，指導に生かすようし，指導に生かすよう努努努努める必要がある。ただし，める必要がある。ただし，める必要がある。ただし，める必要がある。ただし，数数数数値などによる値などによる値などによる値などによる評評評評価は行わないものとする価は行わないものとする価は行わないものとする価は行わないものとする「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

第５章 道徳科の評価 ２ 道徳性の理解と評価１１１１評評評評価の基本的態価の基本的態価の基本的態価の基本的態度度度度道徳性が養われたか道徳性が養われたか道徳性が養われたか道徳性が養われたか否否否否かは，容かは，容かは，容かは，容易易易易に判断できるものではないに判断できるものではないに判断できるものではないに判断できるものではない道徳性道徳性道徳性道徳性を養うことを学習活を養うことを学習活を養うことを学習活を養うことを学習活動動動動として行う道徳科の指導では，その学習状況を適切にとして行う道徳科の指導では，その学習状況を適切にとして行う道徳科の指導では，その学習状況を適切にとして行う道徳科の指導では，その学習状況を適切に把握把握把握把握しししし評評評評価することが求められる価することが求められる価することが求められる価することが求められる道徳科道徳科道徳科道徳科における児童の学習状況のにおける児童の学習状況のにおける児童の学習状況のにおける児童の学習状況の把握把握把握把握とととと評評評評価は，教価は，教価は，教価は，教師師師師が確かな指導観をもが確かな指導観をもが確かな指導観をもが確かな指導観をもちちちち，１単，１単，１単，１単位時位時位時位時間の授業で間の授業で間の授業で間の授業で期待期待期待期待する児童の学習を明確にした指導のする児童の学習を明確にした指導のする児童の学習を明確にした指導のする児童の学習を明確にした指導の計画計画計画計画なくしては行えないことなくしては行えないことなくしては行えないことなくしては行えないことを理解する必要があるを理解する必要があるを理解する必要があるを理解する必要がある道徳性道徳性道徳性道徳性のののの評評評評価の基盤には，教価の基盤には，教価の基盤には，教価の基盤には，教師師師師と児童との人と児童との人と児童との人と児童との人格格格格的な的な的な的な触触触触れ合いによる共感的な理解れ合いによる共感的な理解れ合いによる共感的な理解れ合いによる共感的な理解がががが存在存在存在存在することがすることがすることがすることが重重重重要要要要そのそのそのその上上上上で，児童の成で，児童の成で，児童の成で，児童の成長長長長を見を見を見を見守守守守り，り，り，り，努努努努力を力を力を力を認認認認めたり，めたり，めたり，めたり，励励励励ましたりすることによって，児童ましたりすることによって，児童ましたりすることによって，児童ましたりすることによって，児童が自らの成が自らの成が自らの成が自らの成長長長長を実感し，を実感し，を実感し，を実感し，更更更更に意に意に意に意欲欲欲欲的に取り的に取り的に取り的に取り組組組組もうとするきっかけとなるようなもうとするきっかけとなるようなもうとするきっかけとなるようなもうとするきっかけとなるような評評評評価を目価を目価を目価を目指すことが求められる指すことが求められる指すことが求められる指すことが求められる 「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より



第５章 道徳科の評価 ２ 道徳性の理解と評価２２２２道徳科に関する道徳科に関する道徳科に関する道徳科に関する評評評評価価価価・数値による評価ではなく，記述式であること。・数値による評価ではなく，記述式であること。・数値による評価ではなく，記述式であること。・数値による評価ではなく，記述式であること。・他の児童との比較による相対評価ではなく，児童生徒がいかに成長したか・他の児童との比較による相対評価ではなく，児童生徒がいかに成長したか・他の児童との比較による相対評価ではなく，児童生徒がいかに成長したか・他の児童との比較による相対評価ではなく，児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止め，励ます個人内評価として行うこと。を積極的に受け止め，励ます個人内評価として行うこと。を積極的に受け止め，励ます個人内評価として行うこと。を積極的に受け止め，励ます個人内評価として行うこと。・他の児童生徒と比較して優劣を決めるような評価はなじまないことに留意す・他の児童生徒と比較して優劣を決めるような評価はなじまないことに留意す・他の児童生徒と比較して優劣を決めるような評価はなじまないことに留意す・他の児童生徒と比較して優劣を決めるような評価はなじまないことに留意する必要があること。る必要があること。る必要があること。る必要があること。・個々の内容項目ごとではなく，大くくり・個々の内容項目ごとではなく，大くくり・個々の内容項目ごとではなく，大くくり・個々の内容項目ごとではなく，大くくりななななまとまりを踏まえた評価を行うこと。まとまりを踏まえた評価を行うこと。まとまりを踏まえた評価を行うこと。まとまりを踏まえた評価を行うこと。・発達・発達・発達・発達障害等障害等障害等障害等の児童についてのの児童についてのの児童についてのの児童についての配慮配慮配慮配慮すすすすべべべべきききき観点等観点等観点等観点等を学を学を学を学校校校校や教や教や教や教員間員間員間員間でででで共有共有共有共有すすすすること。ること。ること。ること。・・・・現在現在現在現在のののの指導指導指導指導要要要要録録録録の書式にの書式にの書式にの書式におおおおける「ける「ける「ける「総総総総合的な学合的な学合的な学合的な学習習習習のののの時間時間時間時間の記の記の記の記録録録録」，「特別活動」，「特別活動」，「特別活動」，「特別活動の記の記の記の記録録録録」，「行動の記」，「行動の記」，「行動の記」，「行動の記録録録録」及び「」及び「」及び「」及び「総総総総合合合合所見所見所見所見及び及び及び及び指導指導指導指導上上上上参参参参考となる考となる考となる考となる諸事諸事諸事諸事項」などの項」などの項」などの項」などの既存既存既存既存のののの欄欄欄欄も含めて，そのも含めて，そのも含めて，そのも含めて，その在在在在りりりり方方方方をををを総総総総合的に合的に合的に合的に見直見直見直見直すことをすことをすことをすことを前提前提前提前提にににに専門専門専門専門的に的に的に的に検討検討検討検討を行い，教を行い，教を行い，教を行い，教師師師師用用用用指導指導指導指導資資資資料料料料のののの作作作作成や成や成や成や指導指導指導指導要要要要録録録録のののの改正改正改正改正を行うことを行うことを行うことを行うこと「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

第５章 道徳科の評価 ２ 道徳性の理解と評価３３３３ 道徳科道徳科道徳科道徳科のののの授業授業授業授業にににに対対対対するするするする評評評評価価価価児童児童児童児童の学習状況のの学習状況のの学習状況のの学習状況の把握把握把握把握とととと評評評評価は，学習指導価は，学習指導価は，学習指導価は，学習指導過程過程過程過程における指導とにおける指導とにおける指導とにおける指導と評評評評価を一体的に価を一体的に価を一体的に価を一体的に捉捉捉捉えることがえることがえることがえることが重重重重要である。学習指導要である。学習指導要である。学習指導要である。学習指導過程過程過程過程のののの評評評評価には価には価には価には具具具具体的な観点が必要体的な観点が必要体的な観点が必要体的な観点が必要確か確か確か確かな指導観を基に，明確な意図をもって指導や指導方な指導観を基に，明確な意図をもって指導や指導方な指導観を基に，明確な意図をもって指導や指導方な指導観を基に，明確な意図をもって指導や指導方法法法法のののの計画計画計画計画を立て，学習指導を立て，学習指導を立て，学習指導を立て，学習指導過程過程過程過程でででで期待期待期待期待する児童の学習をする児童の学習をする児童の学習をする児童の学習を具具具具体的な体的な体的な体的な姿姿姿姿で表したものが観点となるで表したものが観点となるで表したものが観点となるで表したものが観点となる学習学習学習学習指導指導指導指導過程過程過程過程に関するに関するに関するに関する評評評評価の資価の資価の資価の資料料料料は，児童の学習状況では，児童の学習状況では，児童の学習状況では，児童の学習状況であるあるあるあることから，ことから，ことから，ことから，児童児童児童児童の学習の学習の学習の学習状況を的確に状況を的確に状況を的確に状況を的確に把握把握把握把握することがすることがすることがすることが重重重重要であり，授業改善とともに要であり，授業改善とともに要であり，授業改善とともに要であり，授業改善とともに年年年年間指導間指導間指導間指導計画計画計画計画の改善，充の改善，充の改善，充の改善，充実にもつながる実にもつながる実にもつながる実にもつながる【【【【道徳科の学習指導過程に関する道徳科の学習指導過程に関する道徳科の学習指導過程に関する道徳科の学習指導過程に関する評評評評価の観価の観価の観価の観点】点】点】点】⑴⑴⑴⑴ 道徳科の特質を生かし，道徳的価値の理解を基に自己を見つめられるよう適切に道徳科の特質を生かし，道徳的価値の理解を基に自己を見つめられるよう適切に道徳科の特質を生かし，道徳的価値の理解を基に自己を見つめられるよう適切に道徳科の特質を生かし，道徳的価値の理解を基に自己を見つめられるよう適切に構成されていたか。また，指導の手立ては適切であったか。構成されていたか。また，指導の手立ては適切であったか。構成されていたか。また，指導の手立ては適切であったか。構成されていたか。また，指導の手立ては適切であったか。⑵⑵⑵⑵ 発問は，指導の意図に基づいて的確になされていたか。また，発問に対して児童発問は，指導の意図に基づいて的確になされていたか。また，発問に対して児童発問は，指導の意図に基づいて的確になされていたか。また，発問に対して児童発問は，指導の意図に基づいて的確になされていたか。また，発問に対して児童がががが多多多多面的・面的・面的・面的・多角多角多角多角的に考えていたか。児童の発言などを適切に指導に生かしていたか。的に考えていたか。児童の発言などを適切に指導に生かしていたか。的に考えていたか。児童の発言などを適切に指導に生かしていたか。的に考えていたか。児童の発言などを適切に指導に生かしていたか。⑶⑶⑶⑶ 児童の発言を児童の発言を児童の発言を児童の発言を傾聴傾聴傾聴傾聴してしてしてして受受受受けけけけ止止止止めるとともに，発言のめるとともに，発言のめるとともに，発言のめるとともに，発言の背景背景背景背景をををを推推推推察察察察したり学したり学したり学したり学級全級全級全級全体に体に体に体に波波波波及させたりしていたか。及させたりしていたか。及させたりしていたか。及させたりしていたか。⑷⑷⑷⑷ 特に配慮を要する児童に適切に対応していたか。特に配慮を要する児童に適切に対応していたか。特に配慮を要する児童に適切に対応していたか。特に配慮を要する児童に適切に対応していたか。「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より
第５章 道徳科の評価 ２ 道徳性の理解と評価【【【【指導指導指導指導の諸方法をの諸方法をの諸方法をの諸方法を評評評評価する価する価する価する観観観観点点点点】】】】⑴⑴⑴⑴ ねらいを達成するために適切な方ねらいを達成するために適切な方ねらいを達成するために適切な方ねらいを達成するために適切な方法法法法であったか。であったか。であったか。であったか。⑵⑵⑵⑵ 児童の児童の児童の児童の多多多多面的・面的・面的・面的・多角多角多角多角的な的な的な的な思思思思考を考を考を考を促促促促すすすす上上上上で適切な方で適切な方で適切な方で適切な方法法法法であったか。であったか。であったか。であったか。⑶⑶⑶⑶ 自分との関わりで考えさせるための，教自分との関わりで考えさせるための，教自分との関わりで考えさせるための，教自分との関わりで考えさせるための，教材材材材や教や教や教や教具具具具の活用は適切であったか。の活用は適切であったか。の活用は適切であったか。の活用は適切であったか。⑷⑷⑷⑷ ねらいとする道徳的価値についての理解をねらいとする道徳的価値についての理解をねらいとする道徳的価値についての理解をねらいとする道徳的価値についての理解を深深深深めるための方めるための方めるための方めるための方法法法法は，児童の実態やは，児童の実態やは，児童の実態やは，児童の実態や発達の段階に発達の段階に発達の段階に発達の段階にふふふふさわしいものであったか。さわしいものであったか。さわしいものであったか。さわしいものであったか。⑸⑸⑸⑸ 児童一人一人が，自分との関わりで考え，自己の生き方についての考えを児童一人一人が，自分との関わりで考え，自己の生き方についての考えを児童一人一人が，自分との関わりで考え，自己の生き方についての考えを児童一人一人が，自分との関わりで考え，自己の生き方についての考えを深深深深めめめめられるものだったか。自発的に問題を考え，られるものだったか。自発的に問題を考え，られるものだったか。自発的に問題を考え，られるものだったか。自発的に問題を考え，積極積極積極積極的に学習を行うような配慮がなさ的に学習を行うような配慮がなさ的に学習を行うような配慮がなさ的に学習を行うような配慮がなされていたか。れていたか。れていたか。れていたか。 「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より

第５章 道徳科の評価 ２ 道徳性の理解と評価【【【【学習学習学習学習指導過程に関する指導過程に関する指導過程に関する指導過程に関する評評評評価の価の価の価の工夫工夫工夫工夫】】】】⑴⑴⑴⑴ 他他他他の教師によるの教師によるの教師によるの教師による評評評評価価価価道徳科道徳科道徳科道徳科の授業をの授業をの授業をの授業を公開公開公開公開してしてしてして参参参参観した教観した教観した教観した教師師師師から指摘をから指摘をから指摘をから指摘を受受受受けたり，けたり，けたり，けたり，ティティティティーーーームムムム・・・・ティティティティーーーーチンチンチンチンググググのののの協協協協力者などから力者などから力者などから力者などから評評評評価を価を価を価を得得得得たりするたりするたりするたりする機機機機会を会を会を会を得得得得ることもることもることもることも重重重重要である。その際，あら要である。その際，あら要である。その際，あら要である。その際，あらかかかかじめじめじめじめ重重重重点とする点とする点とする点とする評評評評価項目を価項目を価項目を価項目を設設設設けておくと，けておくと，けておくと，けておくと，具具具具体的な体的な体的な体的なフフフフィィィィードードードードババババッッッッククククがががが得得得得られやすい。られやすい。られやすい。られやすい。⑵⑵⑵⑵ 授業者授業者授業者授業者自らによる自らによる自らによる自らによる評評評評価価価価授業者授業者授業者授業者自らが記自らが記自らが記自らが記憶憶憶憶や授業中のや授業中のや授業中のや授業中のメメメメモモモモ，，，，板板板板書書書書のののの写写写写真真真真，，，，録音録音録音録音，，，，録録録録画画画画などによってなどによってなどによってなどによって学習指学習指学習指学習指導導導導過程過程過程過程をををを振振振振りりりり返返返返ることも大切である。ることも大切である。ることも大切である。ることも大切である。録音録音録音録音やややや録録録録画画画画で授業をで授業をで授業をで授業を振振振振りりりり返返返返ることは，ることは，ることは，ることは，今今今今までまでまでまで気気気気付かなかった付かなかった付かなかった付かなかった傾傾傾傾向向向向や状況に応じた適切な対応のや状況に応じた適切な対応のや状況に応じた適切な対応のや状況に応じた適切な対応の仕仕仕仕方などに方などに方などに方などに気気気気付くことにもなる。付くことにもなる。付くことにもなる。付くことにもなる。児児児児童童童童一人一人の学習状況を確かめる手立てを用意しておき，それに基づく一人一人の学習状況を確かめる手立てを用意しておき，それに基づく一人一人の学習状況を確かめる手立てを用意しておき，それに基づく一人一人の学習状況を確かめる手立てを用意しておき，それに基づく評評評評価を価を価を価を行う行う行う行うことことことことも考えられる。も考えられる。も考えられる。も考えられる。【【【【評評評評価価価価の工夫との工夫との工夫との工夫と留意留意留意留意点点点点】】】】道徳科道徳科道徳科道徳科の指導は，道徳性の性の指導は，道徳性の性の指導は，道徳性の性の指導は，道徳性の性格上格上格上格上，１単，１単，１単，１単位時位時位時位時間の指導だけでその成間の指導だけでその成間の指導だけでその成間の指導だけでその成長長長長をををを見取る見取る見取る見取ることことことことがががが困困困困難難難難である。そのため，指導による児童の学習状況をである。そのため，指導による児童の学習状況をである。そのため，指導による児童の学習状況をである。そのため，指導による児童の学習状況を把握把握把握把握してしてしてして評評評評価する価する価する価することことことことをををを通して，改めて学習指導通して，改めて学習指導通して，改めて学習指導通して，改めて学習指導過程過程過程過程や指導方や指導方や指導方や指導方法法法法についてについてについてについて検討検討検討検討し，し，し，し，今後今後今後今後の指導にの指導にの指導にの指導に生かす生かす生かす生かすことことことことができるようにしなけれができるようにしなけれができるようにしなけれができるようにしなければばばばならない。ならない。ならない。ならない。「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」より
小学校小学校小学校小学校・・・・中学校中学校中学校中学校・・・・高等学校段階における道徳教育の一層の充実高等学校段階における道徳教育の一層の充実高等学校段階における道徳教育の一層の充実高等学校段階における道徳教育の一層の充実を図るためを図るためを図るためを図るため，，，，児童生徒の発達の段階及び地域等の実情を踏まえ児童生徒の発達の段階及び地域等の実情を踏まえ児童生徒の発達の段階及び地域等の実情を踏まえ児童生徒の発達の段階及び地域等の実情を踏まえ，，，，効果的な指導方法等の開発や共有などを通じて教員の指導力の向効果的な指導方法等の開発や共有などを通じて教員の指導力の向効果的な指導方法等の開発や共有などを通じて教員の指導力の向効果的な指導方法等の開発や共有などを通じて教員の指導力の向上に資するとともに上に資するとともに上に資するとともに上に資するとともに，，，，児童生徒のよりよい生き方を実践する力を児童生徒のよりよい生き方を実践する力を児童生徒のよりよい生き方を実践する力を児童生徒のよりよい生き方を実践する力を育む道徳教育を推進するための実践研究を行い育む道徳教育を推進するための実践研究を行い育む道徳教育を推進するための実践研究を行い育む道徳教育を推進するための実践研究を行い，，，，その成果を県内その成果を県内その成果を県内その成果を県内に普及するに普及するに普及するに普及する。。。。
【目的】文部科学省委託「道徳教育改善・充実」総合対策事業
発達の段階 指導力の向上



平成27年度推進校・推進地域事事事事務所務所務所務所 市町市町市町市町教教教教委委委委 学学学学 校校校校メニュー１ 西西西西部部部部 呉市呉市呉市呉市 呉呉呉呉中中中中央央央央小小小小学校学校学校学校廿日市市廿日市市廿日市市廿日市市 大大大大野東野東野東野東中学校中学校中学校中学校芸北芸北芸北芸北 安芸高田市安芸高田市安芸高田市安芸高田市 可可可可愛小愛小愛小愛小学校学校学校学校東東東東部部部部 尾尾尾尾道道道道市市市市 美木美木美木美木中学校中学校中学校中学校北北北北部部部部 三次市三次市三次市三次市 甲奴甲奴甲奴甲奴小小小小学校学校学校学校福福福福山市山市山市山市 駅家南駅家南駅家南駅家南中学校中学校中学校中学校県立県立県立県立 河河河河内内内内高高高高等学校等学校等学校等学校・・・・千千千千代代代代田高田高田高田高等学校等学校等学校等学校・・・・芦品芦品芦品芦品まなまなまなまなびびびび学学学学園高園高園高園高等学校等学校等学校等学校事事事事務所務所務所務所 市町市町市町市町教教教教委委委委 中学校中学校中学校中学校区区区区 学学学学 校校校校メニューメニューメニューメニュー２２２２ 西西西西部部部部 大大大大竹市竹市竹市竹市 玖波玖波玖波玖波中学校中学校中学校中学校区区区区 玖玖玖玖波波波波中学校中学校中学校中学校・・・・玖波小玖波小玖波小玖波小学校学校学校学校北北北北部部部部 庄原市庄原市庄原市庄原市 高野高野高野高野中学校中学校中学校中学校区区区区 高野高野高野高野中中中中学校学校学校学校・・・・高野小高野小高野小高野小学校学校学校学校メニューメニューメニューメニュー３３３３ 東東東東部部部部 世羅町世羅町世羅町世羅町 甲山甲山甲山甲山中学校中学校中学校中学校区区区区 甲山甲山甲山甲山中学校中学校中学校中学校・・・・甲山小甲山小甲山小甲山小学校学校学校学校・・・・せらせらせらせらひひひひがしがしがしがし小小小小学校学校学校学校福福福福山市山市山市山市 神辺神辺神辺神辺中学校中学校中学校中学校区区区区 神辺神辺神辺神辺中学校中学校中学校中学校道上道上道上道上小小小小学校学校学校学校・・・・中中中中条小条小条小条小学校学校学校学校・・・・湯田湯田湯田湯田小小小小学校学校学校学校
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「道徳の時間」の勉強は好きだ
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【「道徳教育改善・充実」総合対策事業 意識調査】
推進校・推進地域推進校・推進地域推進校・推進地域推進校・推進地域（（（（児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒））））

＋＋＋＋5.9p

「道徳の時間」の勉強はためになると思う
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推進校・推進地域推進校・推進地域推進校・推進地域推進校・推進地域（（（（児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒）））） ＋＋＋＋1.4p＋＋＋＋4.3p

「道徳の時間」では，他の人の考えを聞きながら，自分のことについてよく考えている
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推進校・推進地域推進校・推進地域推進校・推進地域推進校・推進地域（（（（児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒）））） ＋＋＋＋0.3p＋＋＋＋6.8p

道徳教育の推進を主に担当する教師（道徳教育推進教師）は，校務分掌上機能していると思う
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広島県道徳教育の一層の充実を発達の段階に応じ，答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の児童生徒が自分自身の問題と捉え，向き合う「考える道徳」，「議論する道徳」へと転換を図るもの 【参考】○「『平成27年度道徳教育指導者養成研修（ブロック別指導者研修）【中国・四国ブロック】』における，文部科学省初等中等教育局教育課程課 美濃 亮課長補佐 講師資料」より一部抜粋○「平成27年度小学校及び中学校各教科等教育課程課研究協議会 小学校道徳部会 赤堀博行調査官 配付資料」より一部抜粋


